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(1) 石巻市文化財だより

石
巻
市
教
育
委
員
会
で
は
、
昭
和
五
十
七
年

十
二
月
十
五
日
付
で
‘
あ
ら
た
に
有
形
文
化
財

（
彫
刻

一
）一

件
の
文
化
財
を
指
定
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ

っ
て
、
石
巻
市
指
定
文
化
財
は
‘
総

数
十
一
件
と
な
り
ま
し
た
。

新
指
定
文
化
財
に
つ
い
て
‘
概
要
を
紹
介
し

ま
す
。

●
故
高
橋
英
吉
作
木
彫
「
漁
夫
像
」

「
漁
夫
像
」
は
‘
海
を
主
題
と
す
る
三
部
作

の
う
ち
、
最
後
の
作
品
で
、
昭
和
十
五
年
に
制

作
さ
れ
た
。

高
橋
英
吉
氏
は
‘
明
治
四
十
四
年
四
月
石
巻

町
湊
本
町
に
生
ま
れ
‘
昭
和
五
年
旧
制
石
巻
中

学
校
を
卒
業
後
｀
東
京
美
術
学
校

（
現
在
の
束

京芸術大学）に入学。在学中‘帝展に「少

女像」を初出品し入選している。のち‘

海を主題とする三部作に取り組み‘「黒潮

閑日」（昭和十三年文展入選）「潮音」（昭

和十四年文展特選）「漁夫像」（昭和十五

年文展無鑑査）を発表し、戦時色濃い中

真の創作活動を続け‘芸術家としての名

声は嵩まった。しかし‘昭和十七年‘南

方派逍軍に応召。同年十一月二日‘三十

一歳の若さでガダルカナル島に散華した。

「漁夫像」は‘漁具を右手にしっかと

握った遥しい青年漁夫の躍動する姿を表

現した作品である。

石
巻
市
指
定
文
化

教 r
＝自女 一
委

旦つ
社会 し、
教

（写真）宇治 惇

石巻市所在指定文化財一覧

◆国指定文化財

名 称 員数 指定年月日 所 在 地 所有者 時代

重要文化財
1 昭36.2. 1 

石巻市
毛利 伸 縄文

岩 版 住吉町一丁目 8-29 

史跡
1 B召47.10. 21 沼津字出外

縫文
沼 津 /目' 塚 ～弥生

◆県指定文化財

名 称 貝 数 指定年月日 所 在 地 所有 者 時 代

牡鹿法印神楽 1 昭46.3. 2 湊字牧山1-1 
代表
桜谷守雄

仁 斗 田 貝ヽ 塚 1 B召50.4. 30 大字田代字仁斗田 縄文



石巻市文化財だより (2) 

◆市指定文化財

名 称 貝数 指定年月日 所 在 地 所有者 時代

多福院板碑群 88 昭50.6. 1 吉野町一丁目 1-9 三 輪 宗 頴 中世

平塚ツナ家文書 739 
（第一次）

大字田代字仁斗田50 平塚ツナ 近世昭51.6. 1 

（第二次）

＂ 
II 

昭53.4. 1 

鳥屋神社奉納絵馬
1 昭53.8. 1 羽黒町一丁目 7-1 桜谷 博 近世『奥小M石ノ巻図』

旧石巻ハリストス正教会教会堂 1 廿召55.12. 20 中瀬3-18 石巻市 近代

潮 音 1 B召55.12.20 羽黒町一丁目 9-2 石巻市 現代

イチョウ （吉祥寺） 2 B召55.12.20 高木字寺前49 一方井文章

イチョウ （龍泉院） 1 B召55.12.20 水沼字天似113 泉 孝 夫

葛 西 椀 3 H召56.5. 18 大瓜字棚橋168 坊 澤 敏和

黒 潮 閑 日 1 8召56.5. 18 松並一丁目 5-2 
石巻魚糧工

現代業株式会社

石巻市渡波獅子風流 1 B召56.12.19 幸町6-33 
代表
内海 幸 平

漁 夫 像 1 B召57.12.15 羽黒町一丁目 9-2 石巻市 現代



(3) 石巻市文化財だより

ー
、
調
査
区
域
の
慨
要

南
境
地
区
は
安
永
風
土
記
困
上
に

「
当
村
牡

鹿
桃
生
両
郡
之
境
南
方
二

付
南
境
と
唱
来
候
由

申
伝
候
事
」
と
あ
る
よ
う
に
、
江
戸
期
に
お
け

る
牡
鹿
郡
南
境
村
に
当
る
。
北
は
桃
生
郡
河
北

町
に
接
し
、
西
の
ト
ヤ
ケ
森
山
の
束
椀
か
ら
‘

県
道
石
巻
河
北
線
に
沿
っ
て
集
落
が
転
在
し
て

い
る
。
南
面
は
旧
北
上
川
沿
い
に
耕
地
が
ひ
ろ

か
っ
て

い
る
。
南
税
村
の
中
世
期
に
お
け
る
記

録
は
存
在
し
な
い
か
‘
江
戸
期
究
永
頃
の
入
口

+6
、人

頭
六
十
一
内
名
子
一
軒
水
呑
七
軒

男
女
都
合
四
百
二
十
五
人

内

男

二
百
二
十
四
人

女

二
百
一
人

と
い
う
記
録
が
あ
る
の
て
‘

中
世
末
期
に
お

け
る
南
税
村
の
様
子
を
知
る
手
掛
り
に
は
な
る

で
あ
ろ
う
。
当
時
と
し
て
は
他
の
稲
井
地
区
の

各
村
と
く
ら
べ
て
も
小
さ
く
は
な
か
っ
た
よ
う

で
あ
る
。
河
北
町
と
の
境
界
地
域
に
は
南
焼
貝

塚
が
あ
る
の
で
、

相
当
古
い
時
期
か
ら
生
活
の

場
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
知
る
こ
と

が
で
き
る
。

2
、
板
碑
造
立
の
状
況

稲
井
南
税
地
区
の
板
碑
を
集
録
し
た
文
献
と

し
て
は
‘
稲
井
町
史
‘
宮
城
県
史
⑬
金
石
篇
が

あ
る
。
前
者
に
は
二
十

一
基
‘
後
者
に
は
十
四

基
が
集
録
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
‘
今
回
の
悉

皆
調
在
で
は
紀
年
銘
の
あ
る
も
の

二
十

一
基‘

紀
年
銘
不
明
の
も
の
十
四
基
‘
合
計
三
十
五
基

が
確
認
さ
れ
た
。
今
回
の
調
査
で
最
古
の
紀
年

は
正
安
三
年

(
-――
-
0
六）

で
あ
り‘

宮
城
県
史
所

収
の
永
仁
五
年

(-―
―九六）

の
も
の
は
不
明
で
あ

っ
た
。
下
限
は
宮
城
県
史
で
は
康
正

二
年

（
西

契
）
て
あ
る
か
今
回
の
調
査
で
は
究
正
七
年

（
一
哭
六
）
ま
で
下
る
こ
と
か
確
認
さ
れ
た
。
ま

た
‘
紀
年
銘
の
あ
る
も
の
の
う
ち
宮
城
県
史
に

掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の
で
‘
五
基
は
不
明
で
あ

っ
た
が
‘
宮
城
県
史
に
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
も

の
が
十
基
も
確
認
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

時
代
区
分
を
し
て
考
察
す
る
と
‘
鎌
倉
時
代

四
基
‘
南
北
時
代
六
基
‘
室
町
時
代
十

一
基
と

な
る
。

こ
の
う
ち
室
町
時
代
に
つ
い
て
‘

享
徳

二
年

（
一
塁
一――
)
か
ら
究
正
七
年
(

l

四空ハ
）
に
い

た
る
期
間
に
造
立
さ
れ
板
碑
は‘

二
年
な
い
し

三
年
の
間
隔
を
附
い
て
造
立
さ
れ
て

い
る
。
こ

の
こ
と
を
基
礎
に
し
て
‘
大
胆
な
予
測
を
し
て

み
た
い
。
多
分
に
危
険
性
が
高
い
と
は
思
う
の

で
あ
る
が

‘

―
つ
の
考
え
方
で
あ
る
と
思
う
の

で
‘
提
示
し
て
み
た
い
。
す
な
わ
ち
、
南
境
地

区
に
お
け
る
室
町
期
の
板
碑
造
立
の
数
が
こ
れ

以
上
で
も
な
く
‘
こ
れ
以
下
て
も
な
い
と
仮
定

す
れ
ば
‘
こ
の
こ
と
は
‘
当
時
の
南
境
地
区
に

お
け
る
板
碑
造
立
の
様
子
を
端
的
に
示
し
て
い

る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の

二
年

な
い
し
三
年
間
翫
の
板
碑
造
立
の
数
の
少
な
さ

と
い

っ
た
こ
と
か
‘

造
立
者
の
階
級
的
限
定
と

い
う
実
態
を
示
し
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
‘
と

佐

藤

雄

昭
和
五
十
六
年
度
文
化
財
調
査
報
告

石
巻
市
南
境
地
区
の
板
碑

石
巻
市
文
化
財
保
護
委
員

い
う
こ
と
で
あ
る
。

紀
年
銘
不
明
の
断
碑
は
今
回
の
調
査
で
新
た

に
追
加
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。

ま
た
‘
南
境
地
区
に
お
い
て
も
元
弘
二
年

（

―――――――――
)
‘
典
国
二
年
(
-
――西
l

)

と
続

い
て
き
た

南
朝
年
号
が
康
永
三
年

(
―――-g
E
)

ー
南
朝
興
国

五
年
ー
に
な

っ
て
北
朝
年
号
に
見
事
に
転
換
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
以
後
‘
南
北
朝
の
争
乱
が

両
朝
合
一
に
よ
っ
て
終
了
す
る
ま
で
｀
南
朝
年

号
は
使
用
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
‘
貞
治
六
年

（

―――

-g
‘
応
安
二
年

(
-―
――究
）
と
北
朝
年
号
が

続
き
‘

室
町
期
の
応
永
二
年

(―
――
―
九写
）
に
い
た

っ
て
い
る
。
興
国
三
年

(―
――-g
-
＿）
の
三
迫
の
戦

に
よ
る
南
朝
勢
力

の
衰
退
を
如
実
に
物
語

っ
て

い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

南
境
地
区
に
お
け
る
板
碑
確
認
の
場
所
は
‘

金
蔵
寺
様
内
‘
八
幡
神
社
培
内
‘
斉
の
神
地
区

に
梨
中
し
て
い
る
。
し
か
し
‘
こ
の

三
ヶ
所
に

集
中
し
て
い
る
板
碑
か
造
立
当
時
の
原
位
涸
で

あ
る
か
ど
う
か
に

つ
い
て
は
確
認
さ
れ
て
い
な

い
。
む
し
ろ
‘

こ
の

三
ヶ
所
の
板
碑
群
は
保
存

の
た
め
周
辺
か
ら
梨
め
ら
れ
た
と
み
た
方
が
よ

い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
‘
こ
の
三

ヶ
所

は
中
世

の
館
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
金
沢

館
跡
を
と
り
ま
く
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
は
‘

板
碑
の
原
位
閥
を
推
凪
す
る
際
に
は
大
い
に
考

慮
さ
れ
る

べ
き
こ
と
て
は
な
か
ろ
う
か
。

南
摂
地
区
の
板
碑
て、

原
位
附
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
も
の
は
、

Nnl
の
通
称
的
場
石
と
呼
ば

れ
る
興
国
二
年

(-――
西
一
）
の
碑、

Nnz
の
長
石
さ

ま
と
呼
ば
れ
る
康
永
三
年

(-―――
器
）
の
碑
‘
い

の
元
舟
場
の
紀
年
銘
不
明
の
碑
‘

lO
の
中
斉
後

藤
氏
宅
の
曼
茶
羅
の
碑
‘
鱈
鱈
鱈
鱈
の
松

ヶ
沢

薬
師
堂
の
碑
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

前
に
あ
る
巨
石
は
通
称
的
場
石
と
呼
ば
れ
て

い
る
。
土
地

の
人
達
は
‘
八
幡
太
郎
毅
家
が

八
幡
神
社
の
境
内
か
ら
弓
を
射
た
時
の
的
て

あ
る
と
伝
え
て
い
る
。
的
場
と
い
う
の
は
稲

井
跨
ノ
巣
地
区
に
も
あ

っ
て
、
同
じ
よ
う
に

八
幡
太
郎
義
家
と
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
。

お
そ
ら
く
‘
こ
の

い
い
伝
え
は
‘
後
世

に
な

っ
て
安
倍
貞
任
伝
説
と
の
か
ら
み

で
出
来
上

っ
た
も
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
的
場

石
に
つ
い
て
は
‘
安
永
風
土
記
書
上
に
「
的

場
石

•

高
八
尺
五
寸
‘
巾

二
間

‘

厚
五
尺
‘

円
相
の
内
梵
字
数
多
あ
る
も
処
文
字
不
明
」

と
い

う
記
述
が
あ
る
。
前
記
の
八
幡
太
郎
義

家
の
い
い
伝
え
よ
り
も
真
実
を
伝
え
て
い
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
円
相
内
に
梵
字

が
刻
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
て
い
る
記

述
か
ら
察
す
る
と
‘
往
古
の
人
達
は
‘

的
場

3
、
特
記
す
べ
き
板
碑

①

的

場

石

南

境

館

山

一
日
野
幸
二
郎
の
庭



石巻市文化財だより (4) 

石
を
む
し
ろ

「
塔
婆
石
」
と
呼
ん
で
い
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
か
‘
時
代
を
経

る
に
つ
れ
て
円
相
内
の
梵
字
か
不
明
に
な
り
‘

実
態
か
わ
か
ら
な
く
な
る
に
つ
れ
て
「
塔
姿

石
」
か
「
的
場
右
」
に
変
っ
た
の
て
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
的
場
石
の
実
態
は
興
国
二
年
に

造
立
さ
れ
た
六
地
蔵
板
碑
で
あ
る
。
偏
平
状

の
板
石
に
彫
刻
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
‘
巨

石
に
直
接
彫
り
つ
け
た
も
の
て
‘
磨
崖
の
板

碑
と
表
現
し
た
方
か
適
切
か
も
し
れ
な
い
。

②
八
幡
神
社
境
内
の
元
応
年
碑

通
常
‘
板
碑

の
型
式
は
上
部
三
角
形
‘
二

条
線
の
切
込
み
て
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
武
蔵

邸
の
板
碑
を
も

っ
て
説
明
さ
れ
る
。
宮
城
県

の
板
碑
も
関
東
に
お
け
る
武
蔵
型
の
系
譜
を

引
く
と
考
え
ら
れ
て

お
I
J
な
か
ら
‘
上
部
三

角
形
、

二
条
線
は
型
式
と
し
て
伝
わ
ら
ず
‘

自
然
石
に
塔
婆
供
役
の
内
容
か
刻
さ
れ
て
き

た
と
説
明
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
‘
狐
崎
小

祝
浜
の
観
応
の
碑
に
よ
っ
て
‘
上
部
三
角
形
‘

二
条
線
の
邸
式
か
確
認
さ
れ
て
か
ら
‘
宮
城

県
に
お
け
る
板
碑
の
刑
式
に
つ
い
て
も
見
直

さ
れ
て
き
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
な

か
て
‘
こ
の
元
応
の
碑
を
考
え
る
と
‘

一
結

百
廿
人
と
い
う
結
衆
板
碑
で
あ
る
こ
と
も
‘

さ
る
こ
と
な
か
ら
‘
板
碑
を
緑
取

っ
て

い
る

線
か
‘
上
部
に
お
い
て
‘
三
角
形
の
状
態
を

示
し
‘
碑
全
体
も
そ
れ
に
沿
っ
て
‘
三
角
形

の
状
態
に
調
整
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
‘
板
碑

の
型
式
論
か
ら
い
っ
て
も
注
意
す
べ
き
こ
と

で
あ
る
と
思
う
。

4
、
種
子
に
つ
い
て

南
税
地
区
の
種
子
で
特
箪
す
べ
き
は
、

Nol
通

種
的
場
石
に
刻
さ
れ
て
い
る
六
地
蔵
種
子
て
あ

ろ
う
。
ア
ー
ク
（
釈
迦
如
来
）
を
主
森
に
異
体

字
を
ま
じ
え
て
の
六
地
蔵
種
子
は
宮
城
県
内
に

お
い
て
は
他
に
例
が
な

い
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。

八
幡
神
社
境
内
の
元
応
の
碑
の
種
子
は
‘
ロ

8
 
c"i z
 
ン
（
地
蔵
）
を
表
わ
し
、
箇
金
蔵
寺
境
内

の
種

子
は
五
点
具
足
の
種
子
ア
ー
ウ
ン
ク

（
胎
蔵
界

大
日
如
来
）
で
あ
り
‘
と
も
に
‘
紋
様
的
な
彫

り
方
は
注
意
さ
れ
て
よ
い
。
他
に
多
い
種
子
は

ド

ン
が
六
基
と
多
く
‘
キ
リ
ー
ク

・
サ

・
サ
ク

の
一
尊
種
子
か
と
も
に
三
基
‘
ま
た
餞
茶
羅
種

子
と
思
わ
れ
る
九
埒
種
子
か
三
基
あ
る
。
他
は

一
基
な

い
し
二
基
て
あ
る
の
で
、
こ
の
こ
と
か

ら
‘
南
境
地
区
の
中
世
の
信
仰
状
況
を
推
測
す

る
こ
と
は
困
難
て
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
強
い
て

種
子
に
つ
い
て
の
見
解
を
述
べ
る
と
す
れ
ば
‘

何
と
い

っ
て
も
前
記
の

的
場
石
の
六
地
蔵
種
子
‘

八
幡
神
社
元
応
の
碑
の
種
子
の
見
事
さ
に
注
意

す
べ
き
だ
ろ
う
。

5
、
偲
に
つ
い
て

南
境
地
区
に
お
い
て
確
認
さ
れ
た
板
碑
の
悩

は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

①
六
大
無
患
常
喩
伽
「
即
身
成
仏
義
」
に

四

種

万

荼

各

不

離

よ

る
。

重
々
帝
細
名
即
身

三
密
加
持
速
疾
顕

⑦ 
普為本蹄

照）変地命

四衆大月

天生勢天

下故至子

⑥
十

方

―――

世

佛

一

切

諸

菩

商

八

方

諸

聖

教

皆

是

阿

孫

陀

こ
の
偲
は
‘
古
米
‘
本
朝
浮
土
門
古
徳

の
釈
文
と
伝
え
て

い
る
か
出
典
は
不
明
‘

「
阿
字
十
方
一
＿一世
佛

孫
字

一
切
諸
菩
薩

陀
字
八
方
諸
珈
霊
教

皆
是
阿
孫
陀
佛
」

な
ど
と
い
う
。

⑤ 
後現

生世

善安

慮穏

「
法
華
経
」
草
草
喩

品
に
よ
る

④

一

佛

成

直

出

典
不
明

観

見

法

界

草

木

国

土

悉

皆

戌

佛

③

□

□

衆

生

出
典
不
明

□

□

佛

生

如

来

常

住

元

有

D

有

② 
摂念十光

取佛方明

不衆世遍

捨生界昭

「
観
無
嚢
寿
経
」
に

よ
る
。

こ
の
侶
は
服
部
清
道
氏
に
よ
る
と
‘
月

待
板
碑
に
現
わ
れ
る
低
と
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
‘
南
境
地
区
の
板
碑
は
口
連
禅
定

門

一
周
忌
の
碑
で
あ
っ
た
。

6
、
供
養
の
内
容
に

つ
い
て

四
七
日
忌
‘
百

ヶ
日
‘
一
周
忌
‘

三
年
忌
｀

十
七
年
忌
‘

三
十
三
年
忌
と
一
墓
な
い
し
二
基

つ
つ
が
確
認
さ
れ
た
が
‘
全
体
と
し
て
‘
こ
れ

ら
年
忌
供
養
か
ら
意
味
の
あ
る
も
の
を
観
察
す

る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

し
か
し
‘
党
止
四

年

（
一
塁
―
-）
と
七
年
（
一哭
六
）
の
二
基
か
逆
修

供
整
で
あ
る
こ
と
に
つ

い
て
は
注
意
す
べ
き
で

あ
ろ
う
。

7
、
保
存
に
つ
い
て

前
述
し
て
あ
る
よ
う
に
‘
南
税
地
区
の
板
碑

は
金
沢
館
跡
を
中
心
に
‘
八
幡
神
社
‘
金
蔵
寺
‘

斉
の
神
の
五

ヶ
所
に
集
中
し
て
い
る
か
‘
前
三

ヶ
所
に
つ
い
て
は
‘
移
動
可
能
な
も
の
も
数
基

見

ら

れ

る

か

八

幡

神

社
‘
金
蔵
寺
の

ニ
ヶ
所

に
つ
い
て
は
神
社
‘
寺
院
と

い
っ
た
場
所
か
ら

考
え
て
‘

簡
単
に
は
移
動
さ
れ
る
こ
と
は
な
い

と
思
う
が
‘
小
型
の
板
碑
に
つ
い
て
は
‘
早
急

に
保
存
の
方
法
を
講
ず
べ
き
で
あ
る
と
思
わ
れ

る
。
し
か
し
‘
斉
の
神
地
区
の
板
碑
は
全
体
と

し
て
保
存
の
状
況
が
悪
く
‘
南
境
地
区
板
碑
群

の
中
て
‘
も

っ
と
も
早
く
‘
保
存
の
方
法
を
考

え
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

幸
に
し
て
現
在
‘
整
理
さ
れ
て
あ
る
場
所
は
道

棟
神
も
あ
り
‘
地
区
住
民
の
信
仰
の
場
所
で
も

あ
る
の
で
‘
現
在
地
に
保
存
す
る
こ
と
か
の
ぞ

ま
し
い
。
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1
、
は
じ
め
に

石
巻
市
内
に
は
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
野
生
の
モ

ク
ゲ
ン
ジ
が
あ
り
‘
夏
に
な
る
と
鮮
黄
色
の
花

を
咲
か
せ
て
目
に
つ
く
。

モ
ク
ゲ

ン
ジ
は
古
く
か
ら
寺
の
境
内
な
ど
に

植
え
ら
れ
た
と
い
わ
れ
る
ム
ク
ロ
ジ
科

の
落
葉

高
木
で
、
日
本
に
は
自
生
し
な
い
植
物
だ
と
さ

れ
て
き
た
。
年
代
や
事
情
は
不
明
で
あ
る
が
‘

中
国
や
朝
鮮
か
ら
渡
米
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ

て
き
た
の
で
あ
る
。

モ
ク
ゲ
ン
ジ
の
野
生
地
が
日
本
に
あ
る
こ
と

か
一
般
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
最
近

の
こ
と
で
あ
る
。
現
在
ま
で
に
、
日
本
全
国
で

十
か
所
ほ
ど
の
野
生
地
が
報
告
さ
れ
、
そ

の
い

く
つ
か
は
天
然
記
念
物
等
の
指
定
を
受
け
保
護

の
対
象
と
さ
れ
て
い
る
。

石
巻
市
内
の
モ
ク
ゲ
ン
ジ
に
つ
い
て
は
｀
こ

れ
ま
で
二
‘
三
の
報
告
書
で
取
り
上
げ
ら
れ
て

い
る
が
‘

全
市
域
に
わ
た
っ
て
の
分
布
状
況
は

明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
。

石
巻
市
文
化
財
保
護
委
貝
会
は
昭
和
五
十
六

年
度
に
市
全
域
に
わ
た
る
モ
ク
ゲ
ン
ジ
の
分
布

状
況
の
調
査
を
す
る
こ
と
に
し
‘

箪
者
が
調
査

に
当
た

っ
た
。

調
査
は
次
の
要
領
で
行
っ
た
。

m期
間
昭
和
56
年
7
月
か
ら
昭
和

57
年
3
月
ま
で
。

た
だ
し
‘

一
部
補
充
の
た
め
の
調
査
を
昭
和

.57
年
7
月
に
行

っ
た
。

③
現
地
調
査

モ
ク
ゲ
ン
ジ
の
開
花
期
で
あ
る
七
月
下
旬
か

ら
八
月
中
旬
ま
で
に
全
市
域
を
ま
わ
り
、
モ
ク

ゲ
ン
ジ
の
生
育
す
る
場
所
を
確
認
し
て
二
万
五

千
分
の
一

地
図
上
に
記
入
し
‘
開
花
株
数
を
記

録
し
た
。
観
察
は
期
間
を
附
い
て
二
回
以
上
行

こ
。
f
 

つ③
県
内
の
主
な
モ
ク
ゲ
ン
ジ
の
野
生
地
と
の
比

較
を
行

っ
た
。

い
日
本
各
地
の
主
な
モ
ク
ゲ
ン
ジ
野
生
地
の
査

料
と
の
比
較
を
試
み
た
。

2、石巻市におけるモクゲンジの分布状

況について

今回の調査で明らかになった市内のモ

クゲンジ野生地をまとめると12か所にな

る。

図Iは‘野生地の場所と開花株数を地

図に示したものである。

m住吉公固
旧北上川の西岸ではただ一か所‘大島

神社衷の石山西側斜面に全部で23株のモ

クゲンジが生育している。成木は2株だ

けて他は高さ1m前後の稚樹である。56

年には開花した株はなかったが、57年に

は成木の2株が開花している。胸高直径

23cm高さ約8mの株と‘胸高直径16cm閾

分石
布巻
状市
況内
調に
査お

文 報け
化 牛る
財 s:::::a
1呆 モ護
委

ク員

佐 ゲ
々 ン
木
ン‘‘‘ 

豊 の

さ
5
m
ほ
ど
の
株
で
あ
る
。

石
山
の
地
層
は
北
上
山
系
の
中
生
層
で
、
い

っ
し
ょ
に
生
え
て
い
た
高
木
は
ケ
ヤ
キ
‘

エ
ノ

キ
‘

ニ
ガ
キ
。
低
木
は
ヤ
プ
ッ
パ
キ
‘
ツ
ル
マ

サ
キ
‘
ヤ
ブ
サ

ン
ザ
シ
な
ど
で
あ
る
。

③
五
松
山
・

慈
恩
院
な
ら
び
に
多
福
院
裏
山
・

日
赤
病
院
裏
゜

生
育
場
所
は

3
か
所
、
開
花
株
数
は

1
株‘

市
内
で
最
も
大
き
な
モ
ク
ゲ
ン
ジ
の
群
落
で
あ

る
。五

松
山
か
ら
多
福
院
に
か
け
て
の
崖
状
地
に

は
‘
石
巻
地
方
の
海
浜
丘
陵
地
の
自
然
を
よ
く

保
存
し
て
い
る
と
い
わ
れ
る
ケ
ヤ
キ
‘

シ
ロ
ダ

モ
を
俊
占
種
と
す
る
自
然
林
か
発
達
し
て
い
る
。

こ
の
林
に

モ
ク
ゲ
ン
ジ
が
混
生
し
て
い
る
。
開

花
株
数
は

98
株
‘
最
大
の
株
は
胸
高
直
径

40cm

高
さ

1
5
m
で
あ
る
。
高
木
が
多
い
が
‘
成
木
で

も
開
花
し
て
い
な
い
株
が
見
ら
れ
た
。
ケ
ヤ
キ
‘

シ
ロ
ダ
モ
の
は
か
‘
高
木
で
は
ケ
ン
ボ
ナ
シ
、
カ

ヤ
‘
エ
ノ
キ
、
マ
メ
ガ
キ
‘
ク
ヌ
ギ
な
ど
‘
低

木
で
は
ア
オ
キ
‘
イ
ヌ
ガ
ヤ
‘
ツ
ル
マ
サ
キ
‘

ャ
プ
サ
ン
ザ
シ
な
ど
か
い

っ
し
ょ
に
生
え
て
い

る
。ケ

ヤ
キ
‘

シ
ロ
ダ
モ
林
に
隣
接
す
る
日
赤
病

院
の
裏
の
崖
に

11
株
の
開
花
株
が
確
認
さ
れ
て

い
る
。
崖
の
上
は
ス
ギ
植
林
地
に
な

っ
て

い
て

周
辺
は
か
な
り
人
為
の
跡
の
見
ら
れ
る
と

こ
ろ

で
あ
る
。

日
赤
病
院
の
北
束
側
に
あ
っ
て
南
に
突
き
出

た
崖
地
に
は
‘
切
株
か
ら
再
生
し
た
株
が
20
株

ほ
ど
見
ら
れ
‘

3
株
の
開
花
か
確
認
さ
れ
た
。

近
く
の
石
材
採
取
跡
側
に
も
1
株
の
開
花
株
が

見
ら
れ
た
。

こ
こ
の
岩
上
に
は
‘
ク
ロ
マ
ツ
‘

テ
リ

ハ
ノ
イ
バ
ラ
‘
オ
オ
バ
イ
ポ
タ
‘
ス
カ
シ

ユ
リ
‘
ア
オ
ノ
イ
ワ
レ

ン
ゲ
、
ピ
ロ
ウ
ド

シ
ダ

な
ど
が
い

っ
し
ょ
に
生
え
て
い
る
。

③
大
門
崎

生
育
場
所

3
か
所
、
開
花
株
数
は
全
部
で

22

株
で
あ
る
。

国
道
の
す
ぐ
そ
ば
で
、
い
ち
ば
ん
突
き
出
て

い
る
岩
に
低
木
状
の
モ
ク
ゲ
ン
ジ
が
生
育
し
て

い
る
。
約

70
株
あ
り
、
開
花
し
て
い
る
株
は
そ

の
う
ち
の

10
株
で
あ

っ
た
。
崖
の
上
に
は
数
年

前
ま
で
ク
ロ
マ
ツ
の
大
木
か
生
え
て
い
た
が
‘

マ
ッ
ク
イ
ム

シ
の
被
害
に
あ

っ
て
枯
れ
て
し
ま

っ
た
。
現
在
生
え
て

い
る
の
は
ケ
ヤ
キ
‘
オ
オ

バ
イ
ポ
タ
‘
ヤ
プ
サ

ン
ザ
シ
‘
ス
カ
シ
ュ

リ`

ア
オ
ノ
イ
ワ
レ
ン
ゲ
、
テ
リ

ハ
ノ
イ
パ

ラ
‘
キ

ズ
タ
‘
ア
キ
カ
ラ
マ
ツ
‘
フ
ジ
‘
カ
ワ
ラ
ナ
デ

シ
コ
な
ど
で
あ
る
。

牧
山
へ
の
参
道
石
段
右
側
の
庫
地
に
‘
胸
高

直
径

7
1
2
0
c
m
高
さ

2
1
5
m
の
モ
ク
ゲ

ン
ジ

か
10
数
株
生
え
て
い
る
。
開
花
株
は

10
株

で
、

ケ
ヤ
キ
‘

ニ
ガ
キ
‘
ツ
ル
マ
サ
キ
‘
ヤ
ブ
サ

ン

ザ
シ
な
ど
と
い

っ
し
ょ
に
生
え
て
い
る
。

さ
ら
に
束
寄
り
の
高
さ

50
m
ほ
ど
の
崖
地
に

2
株
の
モ
ク
ゲ
ン
ジ
の
開
花
が
確
認
さ
れ
た
。

ク
ロ
マ
ツ
や
ケ
ヤ
キ
な
ど
の
散
生
す
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

(
4
)
伊
原
津
•
鹿
妻
洞
穴
附
近

生
育
場
所
3
か
所
で
開
花
株
は
1
8
株
゜

国
道
か
ら
旧
道
に
入

っ
て
左
側
の
家
々
の
裏

の
槌
地
を
見
る
と
低
木
状
の
モ
ク
ゲ

ン
ジ

が
見

ら
れ
‘

3
株
の
開
花
株
が
確
認
さ
れ
た
。
上
部

は
ケ
ヤ
キ
林
に
な

っ
て

い
て
、
モ

ク
ゲ
ン

ジ
は

ヶ
ャ
ぎ
ク
ロ
マ
ッ
‘
カ
シ
ワ
‘
ス
カ
シ
ュ
リ

な
ど
と
い

っ
し
ょ
に
生
育
し
て
い
る
。

鹿
妻
山

の
南
端
の
崖
地
に

5
株
の
開
花
株
が
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あ
り
、
最
も
大
き
い
も
の
は
根
も
と
で
株
分
か

れ
を
し
て
‘
直
径
が
そ
れ
ぞ
れ
35cm
と
5
c
m
で

高
さ
は

4

m
で
あ
る
。
ケ
ヤ
キ
‘
ニ
ガ
キ
‘
ヤ

ブ
サ
ン
ザ
シ
‘
ツ
ル
マ
サ
キ
な
ど
と
い
っ
し
ょ

に
生
え
て
い
る
。

鹿
妻
澗
穴
の
周
囲
の
崖
地
に
は
‘
ク
ロ
マ
ッ

イ
プ
キ
、
カ
シ
ワ
‘
ハ
マ
ギ
ク
‘

ス
カ
シ
ュ

リ

な
ど
と
い

っ
し
ょ
に
低
木
状
の
モ
ク
ゲ

ン
ジ
が

多
く
生
育
し
て
い
る
。
開
花
株
は

10
株
で
胸
高

碓
径
20cm
の
も
の
か
最
も
大
き
い
株
で
あ
る
が

低
木
状
の
開
花
株
か
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
オ
ニ

ャ
プ
ソ
テ
ッ
、
マ
メ
ヅ
タ
な
ど
暖
地
性
の
シ
ダ

類
も
見
ら
れ
た
。

(
5
)
鹿
妻
・
原

生
育
場
所
2
か
所
、
開
花
株
数
は

11
株
゜

鹿
妻
の
菅
原
神
社
附
近
の
ケ
ヤ
キ
‘
カ
ヤ
な

ど
の
林
の
中
に
点
々
と
開
花
し
て
い
る
モ
ク
ゲ

ン
ジ
が

3
株
確
認
さ
れ
た
。

そ
の
束
の
原
の
崎
山
の
崖
地
に
は
低
木
状
の

モ
ク
ゲ
ン
ジ
が
生
え
て
い
て
‘

8
株
の
開
花
が

確
認
さ
れ
た
。

⑥
転
石
山
‘
鹿
松
山

生
育
場
所
4
か
所
、
開
花
株
数
は

10
株
゜

転
石
山
は
人
家
の
裏
山
で
‘
2
か
所
に
モ
ク

ゲ
ン
ジ
が
確
認
で
き
た
が
‘
開
花
し
て
い
る
の

は
1
株
だ
け
で
あ

っ
た
。

鹿
松
山
の
麗
の
小
法
師
に
は
‘
胸
高
直
径

25

e
m
前
後
の
モ
ク
ゲ
ン
ジ
が

6
株
‘
ケ
ヤ
キ
‘

シ

ロ
タ
モ

、
カ
ヤ
‘
ケ
ン
ボ
ナ
シ
な
ど
と
林
を
つ

く
っ
て
い
る
。
低
本
層
に
ア
オ
キ
‘
イ
ヌ
ガ
ヤ
‘

ャ
プ
サ
ン
ザ

シ
な
ど
か
見
ら
れ‘

③
の
ケ
ヤ
キ

・
シ
ロ
タ
モ
林
と
似
た
種
類
構
成
を
示
し
て
い

る
。

モ
ク
ゲ
ン
ジ
は
稚
樹
も
多
い
。
開
花
し
て

い
る
の
は

3
株
だ
け
で
あ

っ
た
。

鹿
松
山
の
中
腹
‘
牡
鹿
の
松
の
生
え
て
い
た

と
い
わ
れ
る
附
近
の
槌
地
に

3
株
の
開
花
が
確

認
さ
れ
た
。

鹿
松
山
の
束
端
‘
不
動
尊
の
社
の
裏
の
急
傾

斜
地
に
も
ケ
ヤ
キ
‘
シ
ロ
ダ
モ
‘
ミ
ズ
キ
‘
エ

ノ
キ
な
ど
と
い

っ
し
ょ
に
低
木
状

の
モ
ク
ゲ
ン

ジ
が
生
育
し
て
い
る
が
、
開
花
し
て
い
る
の
は

3
株
で
か
な
り
上
部
の
方
に
見
ら
れ
た
。

m垂
水
生
育
場
所
は

2
か
所
‘
開
花
株
数
は
13
株
。

採
石
楊
の
近
く
、
石
巻
線
の
線
路
沿
い
に

5
株

の
開
花
が
見
ら
れ
た
。
低
木
状
の
も
の
も
生
え

て
い
る
が
開
花
株
は
見
ら
れ
な
い

。

そ
の
束
側
‘
線
路
沿
い
の
林
の
中
に

8
株
の

開
花
し
て
い
る
モ

ク
ゲ
ン
ジ
か
見
ら
れ
た
。
高

さ
6
1
7
m
の
成
木
で
あ
る
。

⑧
沢
田
生
育
場
所

2
か
所
、
開
花
株
数
3
7
0

国
道
沿
い
の
竹
や
ぶ
の
そ
ば
に
開
花
株
が

1

株
確
認
で
き
た
。

国
道
を
さ
ら
に
束
に
進
む
と
‘
字
沢
田
か
ら

上
の
台
に
か
け
て
の
崖
地
に
低
木
状

の
モ
ク
ゲ

ン
ジ
が
か
な
り
多
く
見
ら
れ
る
。
直
径
15
ー

20

e
m
の
切
り
株
か
ら
萌
芽
を
出
し
て
再
生
し
た
も

の
が
は
と
ん
ど
で
あ
る
。

こ
こ
の
厖
地
は
金
華

山
軌
道
が

つ
く
ら
れ
た
と
き
に
崩
さ
れ
た
場
所

で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

36
株
の
開
花
を

確
認
し
た
。

⑨
折
立
‘
志
の
畑

3
か
所
で

24
株
の
開
花
を
確
認
し
た
。
す
べ

て
石
巻
線
の
線
路
の
南
側
‘
万
石
浦
の

岸
辺
に

近
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

折
立
で
は
‘
万
石
浦
に
突
き
出
し
た

石
の
多

い
浜
に
胸
高
直
径
l
o
e
m
以
上
の
モ
ク
ゲ
ン
ジ
が

11
株
と
若
い
木
か
多
数
見
ら
れ
る
。
開
花
し
て

い
た
の
は

9
株
で
、
最
大
の
も
の
は
胸
高
直
径

22cm
、
高
さ
約

7

m
で
あ

っ
た
。

い
っ
し
ょ
に

生
え
て
い
た
の
は
ケ
ヤ
キ
‘
ニ
ガ
キ
‘
ク
マ
ノ

ミ
ズ
キ
‘
ク
ロ
マ
ツ
‘
ツ
ル
マ
サ
キ
‘
オ
オ
パ

イ
ポ
タ
‘
ヤ
ブ
サ

ン
ザ
シ
‘
ク

ル
ミ
な
ど
で
あ

こ
。
f
 

つ

志
の
畑
で
は
線
路
近
く
に

4
株
の
モ
ク
ゲ
ン

ジ
の

開
花
が
確
認
さ
れ
た
。

志
の

畑
か
ら
女
川
町
安
住
に
か
け
て

の
万
石

浦
の
岸
辺
に
は
か
な
り
の
数
の
開
花
株
が
見
ら

れ
る
が
、

石
巻
市
域
の
分
は

11
株
で
あ

っ
た
。

最
大
の
株
は
胸
高
直
径
15cm
‘
高
さ

6

m
は
ど

で
あ

っ
た
。

⑩
祝
田
生
育
地
6
か
所
‘
開
花
株
数
16
株
゜

万
石
浦
の
岸
辺
‘
県
道
鮎
川
線
の
そ
ば
に
‘
高

さ
3
1
4
m
の
開
花
株
が
2
株
生
育
し
て
い
る
。

人
家
の
近
く
‘

崖
地
の
ケ
ヤ
キ
林
の
中
‘

湯

殿
山
の
石
碑
の
そ
ば
‘
畑
の
そ
ば
な
ど

4
か
所

に
8
株
の
開
花
か
確
認
さ
れ
た
。
最
大
の
株
は

胸
高
直
径

20cm
‘
高
さ

5

m
ほ
ど
で
あ
る
。

56
年
の
調
査
で
は
発
見
で
き
な
か

っ
た
が
‘

57
年
に
大
森
の
石
巻
湾
に
面
し
た
急
な
斜
面
に

6
株
の
開
花
を
確
認
し
た
。
大
き
さ
等
に
つ
い

て
は
未
調
査
で
あ
る
。

仰
佐
須
浜

生
育
場
所

6
か
所
、
開
花
株
数
3
7
株
゜

佐
須
浜
の
入
口
に

20
株
の
開
花
株
が
あ
り
‘

み
こ
と
な
景
観
を
見
せ
て
い
る
。

ケ
ヤ
キ
‘
ミ

ズ
キ
‘
カ
シ
ワ
‘
ヤ
プ
ツ
バ
キ
‘
エ
ノ
キ
‘
イ

ヌ
ガ
ヤ
‘
ツ
ル
マ
サ
キ
な
ど
と
群
落
を
つ
く

っ

て
い
る
。
胸
高
値
径

25cm
、
闇
さ

8

m
前
後
の

も
の
が
多
い
。

韮
崎
に
は
低
木
状
の
株
が
多
い

。

5
株
が
開

花
し
て
い
た
。
韮
崎
か
ら
尾
崎
に
向
か
う
途
中

に
6
株
の
開
花
株
が
見
ら
れ
る
。
胸
高
直
径

25

e
m
前
後
の
株
で
あ
る
。

尾
崎
の
少
し
手
前
‘
山
居
へ
の
登
り
口
の
沢

す
じ
の
樹
状
地
に

6
株
の
開
花
が
確
認
で
き
た
。

ケ
ヤ
キ
‘
ニ
ガ
キ
な
ど
と
い

っ
し
ょ
に
生
え
て

い
て
‘

一
部
分
ク
ズ
に
被
わ
れ
て
い
る
。

⑫
小
竹
浜

生
育
場
所

3
か
所
‘
開
花
株
数
51
。
尾
崎
の

東
か
ら
小
竹
浜
の
西
に
か
け
て
の
海
岸
の
急
傾

斜
地
に
見
ら
れ
る
。

最
も
西
の
群
落
は
尾
崎
の
南
束
の
突
端
で
、

岩
礫
の
多
い
‘
風
当
り
の
強
い
環
境
に
見
ら
れ

急
傾
斜
地
の
上
か
ら
海
岸
に
細
長

い
形

の
低
木

林
を
つ
く

っ
て
い
る
。
開
花
し

て
い
る
の
は

5

株
で
周
辺
部
に
見
ら
れ
た
。

そ
の
束

zOom
は
ど
離
れ
た
と
こ
ろ
に
開
花
し

て
い
る
モ
ク
ゲ
ン
ジ
が

5
株
散
生
し
て
い
る
の

が
確
認
さ
れ
た
。
下
部
に
は
ク
ロ
マ
ツ
か
生
え

て
い
る
。
船
で
海
上
か
ら
観
察
し
た
の
で
‘
低

木
の
確
認
は
で
き
な
か

っ
た
。

尾
崎
と
小
竹
の
間
で
最
も
海
に
突
き
出
て
い

る
崎
の
南
束
斜
面
に
‘
開
花
株
41
を
数
え
る
群

落
が
あ
る
。

こ
の
群
落
の
下
部
で
は
ク
ロ
マ
ッ

か
、
上
部
で
は
カ
シ
ワ
か
目
に
つ
く
。
開
花
し

て
い
な
い
低
木
状
の
も
の
も
見
ら
れ
‘
②
の
ケ

ヤ
キ
‘
シ
ロ
ダ
モ
林
に
次
ぐ
市
内
第
二
の
大
き

な
モ
ク
ゲ
ン
ジ
群
落
で
あ
る
。

以
上
‘
市
内
の

12
地
区
で
、

38
か
所
の
モ
ク

ゲ
ン
ジ
の
野
生
地
を
記
録
し
、
337
株
の
開
花
を

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
生
育
の
よ
う
す
を

ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
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m牧
山
の
南
麗
か
ら
万
石
浦
の
北
岸
‘
祝
田
浜

か
ら
小
竹
浜
に
か
け
て
の
石
巻
湾
岸
の

15km
あ

ま
り
の
山
麗
‘
海
岸
の
似
た
よ
う
な
環
境
に
‘

群
落
を
つ
く

っ
て
‘
断
続
的
に
野
生
の
状
態
で

分
布
し
て
い
る
。

③
生
育
地
の
地
層
は
‘
す
べ
て
北
上
山
系
中
生

代
の
粘
板
岩
か
ら
で
き
て

い
る
。

⑥
海
岸
‘
ま
た
は
海
岸
に
近
い
丘
陵
地
で
‘
南

向
き
の
‘
海
の
影
押
の
み
ら
れ
る
環
境
で
あ
る
。

地
形
的
に
は
崖
‘
ま
た
は
傾
斜
の
急
な
斜
面
で

岩
か
露
出
し
た
り
‘
崩
れ
落
ち
た
岩
の
重
な

っ

て
い
る
よ
う
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。

④
い

っ
し
ょ
に
生
育
し
て
い
る
主
な
樹
木
は
‘

高
木
で
は
ケ
ヤ
キ
‘
シ
ロ
ダ
モ
‘
エ
ノ
キ
‘
ケ

ン
ポ
ナ
シ
、
カ
ヤ
‘
ニ
カ
キ
な
ど
。
低
木
で
は

ツ
ル
マ
サ
キ
‘
ヤ
ブ
サ
ン
ザ
シ
‘
イ
ヌ
ガ
ヤ
‘

オ
オ
パ
イ
ボ
タ
な
ど
で
あ
る
。

固
モ
ク
ゲ
ン
ジ
の
大
木
は
‘
風
当
り
の
弱
い
斜

面
下
部
の
ケ
ヤ
キ
林
の
中
に
混
生
し
て
い
る
も

の
か
多
い
。

モ
ク
ゲ
ン
ジ
の
低
木
群
落
は
‘
崖
の
上
部
や

風
当
り
の
強
い
傾
斜
地
に
見
ら
れ
‘
純
群
落
状

に
密
生
す
る
こ
と
が
多
い
。

人
家
近
く
の
モ
ク
ゲ
ン
ジ
は
人
為
の
影
押
を

強
く
受
け
て
い
る
も
の
か
多
い
。
伐
採
さ
れ
た

株
か
ら
萌
芽
に
よ

っ
て
再
生
し
た
も
の
か
目
立

つ
。
樹
高
は
ケ
ヤ
キ
林
の
モ
ク
ゲ
ン
ジ
と
低
木

林
の
モ
ク
ゲ
ン
ジ
と
の
中
間
の
高
さ
を
示
す
も

の
が
多
い
。

⑥
成
木
で
あ

っ
て
も
毎
年
開
花
す
る
と
は
限
ら

な
い
し
‘
低
木
で
あ

っ
て
も
開
花
す
る
も
の
が

あ
る
。
m根
か
ら
萌
芽
を
出
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
。

図II 宮城県北部のモクゲンジの分布のようす
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3
、
宮
城
県
に
お
け
る
モ
ク
ゲ
ン

ジ
の
分
布
と

石
巻
石
巻
市
の
モ
ク
ゲ
ン
ジ
の
分
布
状
況
は
‘
宮

城
県
と
し
て
み
た
場
合
‘
ど

の
程
度
の
意
味
を

も

っ
て
い
る

の
で
あ
ろ
う
か
。

県
内
で
モ

ク
ゲ
ン

ジ
の
分
布
に
つ
い
て
情
報

の
あ
る
の
は
‘
石
巻
市
の
は
か
に
は
‘

気
仙
沼

市
‘
本
吉
郡
‘

桃
生
郡
‘
牡
鹿
郡
で
あ
る
。

こ

れ
ら
の
郡
‘
市
の
海
岸
と
海
岸
に
近
い
丘
陵
地

の
南
向
き
の
厖
地
を
中
心
に
‘
モ
ク
ゲ

ン
ジ
の

有
無
を
現
地

で
調
べ
て
み
た
。

短
時
間
に
行

っ
た
1
回
だ
け
の
調
査
で
あ
る

か
ら
完
全
と
は
言
え
な
い
が
‘
お
お
よ
そ
の
分

布
状
況
は
把
握
で
き
た
と
思
う
。
図

II
は
調
査

結
果
を
市
町
村
別
に
表
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
現
地
調
査
で
、
石
巻
市
が
宮
城
県
内
で

mモ
ク
ゲ
ン
ジ
の
野
生
地
‘
開
花
株
数
と
も
に

最
も
多
い

こ
と

③
モ
ク
ゲ
ン
ジ
の
生
態
が
最
も
よ
く
観
察
て
き

る
こ
と

③
最
も
大
き
な
モ
ク
ゲ
ン
ジ
の
群
落
が
あ
り
‘

最
も
自
然
な
野
生
状
態
か
観
察
で
き
る
こ
と

が
確
か
め
ら
れ
た
。

宮
城
県
に
お
け
る
モ
ク
ゲ
ン
ジ
の
分
布
の
中

心
は
、

石
巻
市
に
あ
る
と
い

っ
て
よ

い
。

4
、
日
本
に
お
け
る
モ
ク
ゲ
ン

ジ
の
野
生
の
よ

う
す
と
石
巻

日
本
に
お
け
る
モ
ク
ゲ
ン
ジ
の
野
生
地
の
査

料
を
表
l
に
ま
と
め
て
み
た
。
岩
手
県
の
も
の

に
つ
い
て
は
現
地
調
査
を
行

っ
た
が
‘
他
は
文

献
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
兵
庫
‘
福
井
‘

鳥
取

の
各
県
に
も
野
生
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
が
‘

森
料
は
入
手
し
て
い
な
い
。

こ
の
表
を
見
て
気
つ
く

こ
と
は‘

石
巻
市
か

日
本
で
敢
も
モ

ク
ゲ
ン
ジ
の
多
い
地
域
で
は
な

い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
入
手
し
て
い
な

い

森
料
は
あ
る
も
の
の
｀
そ
の
可
能
性
は
大
き

い

も
の
と
思
わ
れ
る
。

5
、
ま
と
め

①
石
巻
市
内
に
見
ら
れ
る
野
生
の
モ
ク
ゲ
ン
ジ

を
開
花
期
に
調
査
し
‘
分
布
の
よ
う
す
を
明
ら

か
に
し
た
。
野
生
か
所
38
、
開
花
株
数

337
で
あ

こ
。
f
 

つ②
宮
城
県
内
の

モ
ク
ゲ
ン
ジ
を
調
査
す
る

こ
と

に
よ
り
、
i

呂
城
県
に
お
け
る
モ

ク
ゲ
ン
ジ
の
分

布
の
中
心
は
石
巻
市
に
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な

っ
た
。

③
入
手
で
き
た
国
内
の
モ
ク
ゲ
ン
ジ
に
つ
い

て

の
衰
料
を
検
討
し
た
限
り
で
は
‘
石
巻
市
は
日

本
で
最
も
モ
ク
ゲ
ン
ジ
の

野
生
の
多
い
地
域
で

あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

④
日
本
に
自
生
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
モ
ク
ゲ

ン
ジ
が
‘
ど
う
し
て
こ
の

地
方
に
‘
こ
の
よ
う

に
大
紐
に
野
生
す
る
よ
う
に
な

っ
た
の
で
あ
ろ

う
か
。
自
生
と
い
う
こ

と
を
考
え
て
み
る
必
要

は
な
い

の
で
あ
ろ
う
か
。

い
ず
れ
に
し
て
も
｀

当
市
の
モ
ク
ゲ

ン
ジ
は
学
術
的
に
伐
重
な
も
の

で
あ
る
。
天
然
記
念
物
と
し
て
の
指
定
を
し
‘
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表 1 日本の主なモクゲンジ野生地

所 在 地 分 布 の よ ぅ す 株数
天然記念物

などの指定

畑・人家の周辺、萌芽で再生した低木
約 50株

①岩手県東磐井郡川崎町薄衣 が多い。
（開花株30)

大きな株、胸高直径15cm、樹高 4cm。

②青森県西津軽郡岩崎村
モクゲンジ ・エゾイタヤ林、胸高直径

20数株 村指定
4 -12cm 樹高 2-6m

③山梨県南巨摩郡中富町三ツ石
モクゲンジ、ヤマプキ群落

約 50株 県指定
根まわり平均 0.5m、高さ 8m以下

④島根県隠岐郡都万村油井
ハルニレ、ネムノキ、トベラ、エノキ

などとの混生する低木群落

カラスザンショウ、ハゼツキ、ケヤキなと'v')

⑤山口県光市牛島 散生する林の亜高木層で1憂占。高さ5m、
胸裔直径8cm、1ha内に数か所。

⑥長崎県対馬
2か所、幼苗が多い。大きいものの幹

まわり 50cm、高さ 5m。

延長約15km・38か所、自然林混生、低

（開花株）※石巻市 木林、萌芽再生。大きな株の胸高疸径

35cm、高さ15m。
337 

この表に使用した衣料は主として、環境庁編 （昭和55年）「 日本の質重な植物群落」の植生

調査票に依った。⑥については植物研究雑誌49巻 2号 （昭和49年 2月）の高等植物分布査料

(84)「モクゲンジ」に依った。

石
巻
市
文
化
財
保
護
委
貝
佐
藤
雄

一
先
生
に

は
‘
調
査
に
協
力
を
し
て
い
た
だ
い
た
。
宮
城

植
物
の
会

（会
長
木
村
中
外
尚
絹
短
大
教
授
）

の
会
貝
有
志
の
方
々
か
ら
は
‘
県
内
の
モ
ク
ゲ

ン
ジ
に
つ
い
て
の
情
報
を
提
供
し
て

い
た
だ
い

保
護
す
る
こ
と
か
適
当
と
考
え
ら
れ
る
。

た
。
国
立
科
学
博
物
館
金
井
弘
夫
博
士
に
は
‘

モ
ク
ゲ
ン
ジ
の
標
本
閲
覧
に
便
宜
を
図

っ
て
い

た
だ
い
た
。
ま
た
‘
調
査
地
で
は
‘
た
く
さ
ん

の
方
々
に
お
世
話
に
な

っ
た
。

こ
こ
に
‘
記
し
て
感
謝
申
し
上
け
る
次
第
で

す
。

小竹のモクゲンジ（低木群落）

＇彎 111I ii Ill 
-'""  

- "'"""""よ"", 
日赤病院裏のモクゲンジ
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モクゲンジの花

佐須のモクゲンジ(1)

大門崎のモクゲンジ

小竹のモクゲンジ（群落） 佐須のモクゲンジ (2)
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越田台遺跡発掘位置図(0印）

調

査

員

り

発
掘
調
査
の
目
的

昭
和
五
十
七
年
春
‘
耕
作
地
の
整
備
を
兼
ね

た
土
建
業
者
の
土
取
り
に
よ
る
現
状
変
更
の
申

請
が
あ

っ
た
。

越
田
台
迫
跡
に
つ
い
て
は
‘
既
に
‘
宮
城
県

が
実
施
し
た
埋
蔵
文
化
財
分
布
調
査
の
時
点
で

土
師
器
、
須
江
器
片
の
散
布
が
確
認
さ
れ
て
い

る
。ま

た
‘
先
に
‘
石
巻
市
教
育
委
貝
会
が

「
文

化
財
は
市
民
共
有
の
財
産
」
と
し
て
、
石
巻
日

日
新
聞
に

「
ふ
る
さ
と

の

追

産

埋

蔵

文

化
財
シ
リ
ー
ズ
」
を
連
載
し
た
際
‘
越
田
台
瑣

跡
の
も

つ
歴
史
的
意
義
と
と
も
に
‘
こ
の
遺
跡

の
保
存
に
つ
い
て
訴
え
て
い
る
。
（
昭
四
九

・

――

‘
ニ
ー
号
）

稲
井
地
区
を
囲
統
す
る
諸
丘
陵
に
散
在
す
る

土
師

・
須
江
の
逍
跡
群
は
‘
石
巻
地
方
の
古
代

史
を
解
明
す
る
上
で
、
い
ず
れ
も
殺
重
で
あ
る

か
、
特
に
越
田
台
瑣
跡
は
‘
逍
物

（土
師
・
須

江
）
の
散
布
す
る
範
囲
か
広
く
、
そ
の
数
鼠
も

多
い
の
で
、

当
然
多
数
の
堅
穴
住
居
が
埋
没
し

て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
‘
律
令
時
代
の
集
落

の
実
態
や
‘
庶
民
の
生
活
を
知
る
上
で
貸
重
で

あ
る
こ
と
か
指
摘
さ
れ
て
き
た
。

今
回
の
調
査
は
‘
こ
の
迫
跡
の
辿
構
の
保
存

状
態
を
調
査
す
る

こ
と
に
あ
り
‘

以
後
の
保
存

対
策
を
購
じ
る
査
料
を
求
め
る
た
め
に
実
施
さ

れ
た
も
の
で
あ
り
‘
所
謂
現
状
変
更
に
伴
う
緊

急
発
掘
調
在
の
予
備
と
な
る
も
の
で
あ

っ
た
。

こ
こ
で
報
告
す
る
の
は
‘
こ
の
こ
と
に

つ
い

て
の
概
要
で
あ
り
、
出
土
辿
物
に
つ
い
て
は
‘

整
理
を
終
え
て
か
ら
次
回
の
報
告
と
す
る
。

調
査
団
の
編
成

調
査
主
体
者

石
巻
市
教
育
委
貝
会

（
教

育

長

濱

田

九

重
郎
）

石
巻
市
文
化
財
保
護
委
員

木

村

敏

郎

阿
部
多
賀
光

阿

部

英

紀

鈴
木
祝
太
郎

越
田
台
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
曰

木

村

敏

石
巻
市
文
化

財
保
護

委

員

郎

調
査
補
助
貝

調
査
協
力
者

鈴
木
土
建

地
権
者

佐

藤

雄

一

鈴

木

束

行

＂

石

垣

宏

石
エ
教
諭

土

井

光

夫

束
北
学
院
大
学
学
生

＂

茂

木

好

光

11

赤
石
沢

亮

II

菅

原

修

11

中
沢
真
奈
美

11

小

林

信

夫

石
巻
高
等
学
校
有
志

石
巻
工
業
蕎
等
学
校
有
志

＂ ＂ 

沿
跡
の
所
在
及
び
調
査
地
点

予

備

調

査

昭

和

57
年

5
月
3
日
ー

5
日

本

調

査

昭

和

57
年
8
月
6
日
ー

15
日

調
査
期
間

佐

瀬

哲

夫

阿

部

純

大

調
査
事
務
局

向

陽

町

岩

崎

昌

義

大
門
町

阿

部

芳

夫

吉
野

町

近

江

史

郎

稲
井
小
学
校

石
巻
市
教
育
委
員
会
社
会
教

育
課
文
化
係

越
田
台
追
跡
は
‘

沼
津
貝
塚
と
は
北
約
二
百

メ
ー
ト

ル
を
隔
て
て
隣
接
し
て

い
る
。

京
が
森
か
ら
派
生
す
る
椋
高
二
百
メ
ー
ト
ル

前
後
の
丘
陵
に
囲
ま
れ
‘
小
規
模
な
盆
地
状
と

な
り
‘

丘
陵
の
裾
野
は
緩
傾
斜
地
と
な

っ
て
い

る
。一

帯
は
日
照

の
良

い
畑
地
で
、
所
々
に
民
家

が
点
在
し
て

い
る
。

本
追
跡
は
‘

こ
の
盆
地
状
地
形
の
中
に
舌
状

に
張
り
出
す
椋
高
約
二
十
メ

ー
ト
ル
の
小
丘
陵

の
西
側
斜
面
‘
畑
地

一
帯
に
展
開
し
て

い
る
。

瑣
跡

の
前
面
に
湿
地

（
水
田
）
が
広
が
り
‘

そ
れ
を
隔
て
て
沼
津
貝
塚
に
連
接
す
る
鶴
館
が

あ
る
。

本
追
跡
の
西
に
は
‘
哀
野
川
域
大
湿
田

（
大

谷
地
）
が
広
が
り
‘
東
南
部
の
丘
陵
を
越
え
れ

ば‘

一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
は
ど
で
万
石
浦
に
到
達

す
る
。
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I越田台遺跡平面図 1

＼ 

等高線の値は

仮 BM使用標

高ではない。

調
査
の
方
法

現
状
変
更
申
請
か
あ
っ
た
約
七
千
平
方
メ
ー

ト
ル
の
区
域
の
大
部
分
は
‘
桑
畑
‘
普
通
畑
及

ぴ
放
棄
さ
れ
た
荒
畑
で
、

一
部
杉
林
に
な

っ
て

い
る
。

標
嵩
七

・
-
0
‘

一
三
メ
ー
ト
ル
の
レ
ベ
ル
‘

を
中
心
に
段
畑
状
の
削
平
面
が
あ
り
‘
過
去
に

お
け
る
畑
地
造
成
の
際
‘
原
地
形
の
変
更
か
あ

こ
。
f
 

つ

調
査
期
間
か
短
期
間
に
限
ら
れ
て
い
る
た
め
‘

五
月
に
予
備
調
杏

（
表
面
調
査
）
を
実
施
‘
そ

の
結
果
‘
逍
構
の
残
存
可
能
性
が
高
い
と
考
え

ら
れ
た
標
高

（仮

BM
に
よ
る
）
八

i
-
0
メ
ー

ト
ル
で
調
査
対
象
区
域
の
北
西
地
点
に
主
発
掘

区
を
設
定
し
た
。
こ
の

地
点
は
‘

市
教
育
委
員

会
が
標
柱
を
設
沼
し
た
区
画
で
あ
る
。

発
掘
区
は
‘

3
x
3
メ
ー
ト

ル
を

一
区
と
し
‘

千
烏
状
に
連
接
‘
拡
張
す
る
こ
と
と
し
た
。

発
掘
調
査
の
経
過
概
要

8
月
6
日

●
発
掘
調
査
隊
‘
班
編
成

（
発
掘
班

3
班
‘
測

鉛
班

1
班
）

●
発
掘
区

(
A
1
‘
A

3
‘
A

5
‘
B
2
‘
B

）
設
定

4
ク
リ

ッ
ト

●
表
土
剥
離

A
l
及
ぴ

B
2
グ
リ

ッ
ト
表
土

（
耕
作
士

）

下
は
地
山
層

（
白
色
凝
灰
岩
質
砂
層
）
と
な
り
‘

こ
の
グ
リ

ッ
ト
調
杏
完
了

8
月
7
日

●
稲
井
小
学
校
よ
り
テ

ン
ト
借
用
‘

発
掘
区
を

保
護
す
る
。
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●
A

3
グ
リ

ソ
ト
は
表
土
下
の
攪
乱
層

（
茶
褐

色
土
層
）
が
深
く
‘
1
メ
ー
ト
ル

20
セ
ン
チ
掘

り
下
げ
て
黒
色
土
層
と
な
り
‘
織
文
土
器
‘
弥

生
土
器
片
を
採
渠
し
た
。

●
主
発
掘
区
地
点
の
上
段
畑
地
に

G
及
び

H
グ

リ
ッ
ト
を
設
定
、
表
土
下
よ
り

1
0
1
1
5
セ
ン
チ

程
度
の
黒
色
土
陪
‘
逍
物
瑣
構
と
も
認
め
ら
れ

ず
‘
地
山
層
と
な
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

●
地
点
を
移
動
し
て
E
‘
F
グ
リ

ッ
ト
を
設
定

地
山
層
か
耕
作
土
と
な
っ
て
い
る

こ
と
を
確
認

し
た
。

●
B

4
グ
リ

ッ
ト
に
表
土
下
よ
り
径
約
60
セ

ン
チ
の
ピ
ッ
ト

（
郎

1
)
が
認
め
ら
れ
た
。

8
月
8
日

●
B

4
グ
リ

ッ
ト
粕
査
‘
小
ピ

ッ
ト
（
郎

3
)

を
確
認
し
た
。

●
B

4
を
拡
大
調
究
す
る
た
め
‘

C

4
グ
リ
ッ

グ
リ

ッ
ト
の
ピ

ッ
ト
と
は
ぼ
同
じ
形
態
の

ピ
ッ

ト

（
郎
2
)
が
現
出
し
た
。

●
調
査
対
象
区
域
の
南
端
‘
標
高
12
メ
ー
ト
ル

の
段
差
面
に
貝
層
確
認
‘

S
ト
レ

ン
チ
と
呼
称

す
る
発
掘
区
を
設
定
し
た
。

8
月
9
日

●
S
ト
レ

ン
チ
は
土
質
に
し
ま
り
が
な
い
攪
乱

層
で
、
貝
や
土
師
器
片
等
を
含
む
こ
と
を
確
認

セ
ク
シ

ョ
ン
を
作
成
し
た
。

●
S
ト
レ

ン
チ
の
攪
乱
層
は
上
段
か
ら

の
裂
土

で
あ
る
こ

と
か
ら
‘
上
段
面
に

S
グ
リ
ッ
ト
を

設
定
し
た
。

●
B

4
‘
C

4
グ
リ
ッ
ト
粕
査
‘

プ
ラ
ン
作
成

開
始
。

●
ベ
ル
ト
コ

ン
ベ

ア
搬
入
‘

C

3
グ
リ

ッ
ト
発

掘
か
ら
活
用
‘
ピ
ッ

ト

（
郎
4
)
を
確
認
し
た

8
月
1
0
日

●
B

3
グ
リ
ッ
ト
か
ら
ピ

ッ
ト

（
池
5
)
を
確

認
‘
径
約

60
セ
ン
チ
の
ピ
ッ

ト

が

3
メ
ー
ト

ル
間
畷
‘
サ
イ
の
目
状
に
4
箇
出
そ
ろ

っ
た
。

•
Ｃ
2
グ
リ
ッ
ド
を
発
掘
す
る
か
、
B
2
と
同

様
‘
逍
構
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

●
測
散
班
及
ぴ
高
校
生
の
作
業
終
了
。

8
月
11
日

●
C

3
‘
B

3
グ
リ
ッ
ト
籾
査
‘
即

4
ピ

ッ
ト

及
び
油

5
ピ
ッ
ト
を
実
測
。

●
B

4
‘
C

4
グ
リ

ッ
ト
間
の
ベ
ル
ト
を
除
き

2
つ
の
グ
リ
ッ
ト
を
連
接
し
た
。

●
S
グ
リ

ッ
ト
の
断
面
整
理
‘
セ
ク
シ
ョ
ン
作

成
。
8
月
12
日
1
1
5
日

●
B

4
‘
C

4
プ
ラ

ン
実
測
‘
床
面
に
貼
り

つ

い
て
出
土
す
る
遭
物
を
実
測
図
に
記
入
し
な
が

ら
の
作
業
と
な
る
。
（
プ
ラ
ン
記
入
土
師
片
は
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ピットNo.5図 ピットNo.4図
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こ
の
調
査
の
結
果
｀

B
3
‘
B
4
‘
C
3
‘

C
4
グ
リ

ッ
ト
に

一
箇
ず

つ
‘
四
つ
の
ピ

ッ
ト

が
現
れ
た
。

ピ
ソ
ト
の
径
は
‘
い
ず
れ
も
約
六

0
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
、
深
さ
は
二

0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
は

ど
で
あ
る
。

ピ
ッ
ト
は
約
三
メ
ー
ト
ル
の
等
間
隔
で
、
サ

イ
の
目
状
に
認
め
ら
れ
た
。

ピ
ッ
ト
郎

2
と
褐

4
は
‘
ほ
ぼ
同
じ
レ
ベ
ル

に
あ
る
が
‘
蜘
4
に
対
し
て
郎

5
‘
及
ぴ
等
郎

2
に
対
す
る
郎
1
は
‘
約
六

0
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
深
い
レ
ベ
ル
に
あ
る
。

B
3
及
び

C
3
グ
リ

ッ
ト
の
南
側
は
傾
斜
し

て
厚
い
裂
土
が
み
ら
れ
る
。
そ
の
下
か
ら
‘
遺

物

（主
と
し
て
土
師
器
片

）
の
出
土
か
多

V
、

凹
地
状

の
堆
和
地
状
に
な
っ
て
い
る
。
調
査
期

間
の
関
係
で
、
こ
の
部
分
の
調
査
は
未
了
の
ま

ま
調
査
を
終
え
た
。

床
面
の
確
認
か
で
き
ず
‘
ピ

ッ
ト
以
外
の
遺

構
も
認
め
ら
れ
ず
‘
堅
穴
住
居
跡
と
す
る
に
は

難
点
が
あ
る
が
‘
四
箇
の
ピ

ッ
ト
は
柱
穴
状
で

あ
り
、
プ
ラ
ン
は
明
確
で
な
い
も
の
の
‘
建
築

逍
構
で
あ
る
こ
と
に
は
相
違
な
い

。

こ
の
グ
リ
ソ
ト
か
ら
出
土
す
る
追
物
は
‘
栗

囲
式
に
比
定
さ
れ
る
土
師
が
主
体
で
、
内
黒
‘

ロ
緑
部
内
弯
‘
底
部
へ
ら
切
り
‘
有
段
の
坪
が

多
く
‘
半
月
状
窓
‘
方
形
窓
の
高
杯
台
部
も
四

点
出
土
し
て
い
る
。

こ
の
遺
構
の
地
点
か
ら
南
に
は
急
斜
面
が
続

考
察

一
七
九
点

）

●
作
業
用

具
収
納
、
発
掘
区
保
存
作
業

き
‘
荒
れ
た
段
畑
と
な
っ
て
い
る
。
段
差
に
貝

（
カ
キ
‘
ア
カ
ニ
シ
｀
ハ
マ
グ
リ
等
）
の
貝
や

土
師
器
‘
須
江
器
片
を
含
む
攪
乱
層
が
あ
る
。

段
畑
造
成
の
際
の
削
平
に
よ
り
、
上
段
に
あ

っ
た
逍
構
が
破
壊
さ
れ
て
崩
落
し
堆
栢
し
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。

上
段
に
ト
レ

ン
チ
S
を
設
定
し
て
調
査
し
た

と
こ
ろ
‘
厚
い
投
土
の
下
に
包
含
層
が
認
め
ら

れ
た
。

こ
の
付
近
に
も
逍
構
残
存
の
可
能
性
か

あ
る
。

土
取
り
に
よ
る
現
状
変
更
申
請
範
囲
の

中
で

東
西
斜
面
部
分
は
‘
七
世
紀
ー
八
世
紀
後
半
を

中
心
と
す
る
集
落
逍
構
を
現
出
す
る
可
能
性
が

高
い

。
土
取
り
作
業
を
中
止
さ
せ
る
こ
と
は
耕

作
の
安
全
面
か
ら
考
え
て
も
不
可
能
で
あ
る
。

現
状
変
更
予
定
地
の
全
面
剥
離
に
よ
る
調
査
を

実
施
‘
記
録
保
存
の
万
全
を
期
す
る
こ

と
か
望

ま
れ
る
。

な
お
‘
今
回
申
請
外
に
お
か
れ
て
い
る
越
田

台
追
跡
の
残
存
部
分
に
つ
い
て
も
‘
早
急
な
対

策
を
講
じ
る
必
要
が
生
起
し
て
い
る
。

越
田
台
保
存
に
関
す
る
意
見
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断画

I . 表土（耕作土）（黒っぽい、しまりのない砂質土）

II . 茶褐色土 （ビニール等を含む、攪乱層）

III . 暗茶褐色土（白色微粒子状質を含む）

Illa (Nより粗い感じの土層、しまりあり、酸化

土塊を含む）

Illb (IIょり黒っぽい）

Ille (IIょり黒っぽい、カキ片粉状物、遺物を包

含する、炭化物、酸化土塊を含むしまりがあ

る）

N. 黒色土層 （粘質、しまりかある ）

V. 白色凝灰岩質砂層（地山と考えられる ）

※W、V層の区画は明瞭でない。
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具
の
査
料
を
得
る
こ
と
に
主
眼
を
お
い
て
実
施

し
た
。調
査

日

程

：
．予
備
調
査

…
：
昭
和
56
.
7
.
1
6

本

調

査

：
昭
和

56
.8
i

1
8
麻

調

査

項

目

…

生

産

暦

・食・

仕
事
培
・
住
・連
輻

交
易

・
社
会
生
活

・
人
の

一
生

・

年
中
行
事

者
・・・
文

化

財

保

護

委

員
：
鈴
木
束
行

石
巻
工
業
高
校
教
貝
：・
木

村

司

調
査
補
助
貝
…
石
エ
翡
人
文
科
学
部
貝

木
村
健
久
•
渡
辺
茂

菊
地
康
悦

•

宮
川
秀
明

鈴
木
照
一
•

岩
渕
洋
之

後
藤
正
徳

調

3"E 

は
じ
め
に

真
野
日
向
・

日影民俗資料調査報告
石巻市文化財保護委員鈴木東行

生産暦 I調査地 1 稲井真野日向 調査の日
昭和
56. 8 . 23 

種類
米 麦 大豆 養蛮

山 仕 事
真 野 伐

話者

1日 月 薪と り 炭 焼

1/J 月
----------------------------------------... --------------・--------- -- ------------------・----------------奥高

1 ... ・..ヤー...-一言十...----------------------------------. ------. -------- -- -----------------------------------

津橋

2 月
------------------------------------------------・-・. ・・・・・・・・・・・----- -- -----------------------------------
........... --. ------------------------------------------------------ -----------------------------------徳泰

： 

3 月
・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ----------------・------------------------------------:---------------・-------------------------・------------------------ 伯・・ム ：（ムロ
--1---種---も--み--つ---け----・・・.. ・-------・-．．．．．．．．．．．．．．．．． ................. ・・!・・・・・・・・・・・・・・ ----------------・・・・--------・・------・・-・----------・ 

4 月 -+--------------
-----------------. ・-・------・... ・-------------------・・{・・ ・・・・・・・・・・・・

---------幽-------
..... ・・・・・-・・・・ ・・-----・------------ 男男

― -----------------. ------------------「森――……ご i------------------------------- + + + -← ・・・・・・・・・・・----------------

_L _____________ 六七

5 月
------------------------------------------------------・・・・・・・・・・・・・-----. ------------------------------. -. -・------------ ++ 

-----田-----植-----え----● ―------------------------------・・・・・・・・・・・・・・・・・ -------・--・. ・--------------------------------------------------------四八、

」・・ニ．亜．．双
オオ

6 月
------------------J --_-_種----．-．ま--------―き--一Tr---・ーミ・・------ • --- ------ ・--・・ ・・-------・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

...... -. -........ ........... -.... - ※ 
. T .. 三― ― 一番●● ● ーが - ---------- --I--刈--取---り---(--2--年---目--の--）-----------

7 月 裔憎：
------------. ----．．．．．．．．．．．．．．．．． . -........ ---.... ... --------. ----------------------..l...乾.....媒........ , 

-^ -争夏-― ------------------------
. -----・・・・ ・------------・・ ・・・・--・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・ -----------------------------------------------------

------------------------------------------------------------------------・・ ・・・・-----・・------------------------------------ぶ-------------
8 月 --------------------------. ------------------------....... ----------------------------------------------f--ぃ--互---刈--取---り-----・・・・・・・・・・・--・ っ

9 月
---------------------------------------------------................. ---------------------------------ーーし蔑燥豆月二，4則………-
．．．．．．．．．．．．．．．．． ------------------------------------------------------：--特---に--時--期---は---------------------I--ぃ--卒---植--え---つ--け------------------

．． ［．．刈．．．．．取．．．．．り．． 
_ --_L--ー-一種---＿ -＿-＿ま--ー-ー-・-全--::r:: 収：：：：：：：複-----------------ぷ．認知．て． ................. ・-・・-・---------・-------------------10 月

--「脱――--―汀夜
................  雫 ---I ，I --い---な--い--が---ヽ------------------------------------------------------

：特に薪業を

----------------------・.. ・・-・・・・・・ + + ---・-------------専門とする
+------間7--月。--丑-山--の--旦-大--

--------------冬----- コ-------------- 女
11 月 ----------・ ・---・. + + + + + + + + ------------------------------.... ---；＇ ＇ ＇ --者--が---行--っ--た---

モ の
きさによっ あ 人

_ _L_衷ふ．．み． -----て--焼---く--か---ま-- ぶ み の
....... -----.. --. -----------------------------------+--―---------- --------------

晶一12 月 ---------------------------------- + + + - - - - - - - - - - - ---・-------・ 讐．．．．'-i-------------------の--回---数--が--生-争＊ --------------
きまる。 つ

※注...2年目以後は刈り残しのい草を株わけして、翌年の土用の丑の日に刈り取る。1枚あたりの労賃は夏ぷつ80銭

で多いときで300枚（夏期）冬ぷつは1枚あたり70銭で200枚生産(1人当り）、12月末、女川、飯野川、牡鹿に出荷。
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千薗コギ（稲コキ用…若狭ハヤセ名産の銘あり） ド ペ 田用マンガ

フグイ（縄を一定の長さに測る用具） フルウチ（豆脱穀用）

衣 話者 高橋つるよ嘉 （明治32年 7月10日生）

肌箔 （下箔） 男I 夏冬・・ハハダダギギ（（メメリリヤヤススの） うすいもの） チャコ （白いさらl--)

合上 体 古下 体 手 す ね 女はきもの かぶりもの
仕事別（季節別）

仕
夏 冬 夏 冬 夏 冬 夏 冬 夏 冬 夏 冬

シャツの ノヽンコ
そで長シ モモヒキ

デ キヨャコハン
ョコ田 ャツ

上にチョ モモヒキ （下方はヨコ な しコ キャハン な しな し スゲガサ 手ぬぐい

汝
／キ（手製I 斗ャハン）

事
畑 同 上同 上同 上同 上な し同 上な しな しな しワラジ 同 上同 上

男
シャツ

沼 山
シャツ ハンテン モモヒキ

厚いモモ
コ デな しな しな し ゴムタピ ゴムタピ ポウシ 手ぬぐい

（木緯縞のしよう） ヒキ

シャツ シャツ ノヽンコ ノヽ ンコモ ヨコキャ ヨコキャ 手ぬぐい
女 田 ハンテン ハンテン モモヒキ

モヒキ コ． デコ デハン
9 ンヽ な しな し スゲガサ llっかぶり頭に

I水があるため） ［深OOのため） まきつける
女

ハンテン
畑 ハンテン の下にジ 同 上同 上な しコ テ0 な しな しな し ワラジ スゲガサ 同 上

ャケソ

雨 具 ミノ、スゲガサ
（夏の暑い日に）
ヒゴモ

防 寒 具 な し

☆麻 藤・ オ者など絹 ・木綿以外の繊維で布を織ったか 草木、その他を染料に使ったか

材料 色 あい色
染
名称 材料 あい草

方法 あい草を臼でついて、まるめて天日にはす。
織

これを水にといて、灰水を入れてカメになら方法

用途 して水に通して、糸を染める 。



石巻市文化財だより (24) 

ハンテン（女子仕事着…冬用） ハンテン（女子仕事着一夏用）

ザングリ（マユを煮 てその端を針金の先にかけ

て、わくにハンドルを廻して絹糸をとった）

口
保
存
食

和

／

曰

毎
日
の
食
事

の

ア
サ
メ
シ
は
朝
七
時
頃
‘
米
に
ッ
プ
シ
麦
‘

副
食
物
は
泊
物
と
納
豆
と
お
汁
‘
た
ま
に
は
タ

ユ
具
マ
用
た
る

マ
ゴ
や
ト
ロ
ロ
。

田
植
•
稲
刈
の
時
に
は
1
0
時
頃
、
タ
バ
コ
が

煮
け
て
か
水
つ

で
る
。
主
に
ふ
か
し
イ
モ
と
カ
ボ
チ
ャ
。

オ
ヒ
ル
は

12
時
頃
‘
米
と
ッ
プ
シ
麦
の
御
飯

酸
ひ
炭
を
（

と
泊
物
と
魚

一
匹

（魚
は
渡
波
の
ト
リ
ア
ゲ
か

ら
毎
日
行
商
か
く
る

）

ヶヵ綿

午
前
と
同
じ
く
午
後

3
時
に
タ
バ
コ
が
で
る
。

パ
ン
メ
シ
は
午
後
六
時
か
ら
七
時
頃
で
副
食

真

物
は
野
菜
が
主
で
あ
る
。

塩
漬
け
・；
・・・
大
根
‘
キ
ウ
リ
‘
ナ

ス

秋
つ
け
る
。

み
そ
漬
け
…
…
大
根
‘
キ
ウ
リ
‘

ニ
ン
ジ
ン

ゴ
ポ

ウ
‘
シ
ソ

の
葉
‘
シ
ソ
の
実
な
ど
を
ま
ぜ

て
つ
け
た
も
の。

乾

燥
「
シ
ミ
ダ
イ
コ

ン
」
｀
冬
に
大
根
を
し
み
ら

し
て
‘
し
ば
ら
く
千
し
‘
春
頃
食
べ
る
。

「
テ

ン
ピ
ボ
シ
」
、

5
月
頃
カ
レ
イ
を
塩
に

ま
ぶ
し
て
乾
燥
さ
せ

て
食
べ
る
。

国
特
別
の
日
の
食
事
。

餅
を
つ
く
日

お
正
月

(
12
月

28
日
）
…
サ

ン
リ
ン
ポ
ウ
の

日
は
餅
は

つ
か
な
い
。

オ
十
八
夜

(
1
月
18
日）

小
正
月

(
2
月

1
日
）

桃
の
節
句

(
3
月

3
日）

端
午
の
節
句

(
5
月

5
日）

田
植
え
餅

（
田
植
え
の
初
日
、
赤
飯
も
食

べ

る
）
ソ
オ
リ

（
田
植
え
の
終
っ
た
日

）

川
渡
り
モ
チ

(
6
月
1
日
）
・：
自
分
の
家
の

ウ
ジ
神
様
に
あ
げ
る
。

ス
ン
コ
モ
チ

(
6
月

15
日
）

お
盆

(7
月

1
3日
…
お
供
え
餅
•
1
5日
…
餅

を
つ
く
り
築
に
あ
げ
る
）

オ
メ
イ
月
サ
マ

(
8
月

15
日
）
…
お
月
さ
ん

に
餅
を
あ
げ
お
が
み
‘
酒
盛
り
を
す
る
。

菊
の
節
句

(
9
月

9
日
）
…
…
休
み
日

か

わ

だ

川
渡
り
餅

(
10
月

1
日）

．．．
 
6
月
1
日
と
同

じ
。だ

ん
ご
•
お
は
ぎ
を
つ
く
る
日

お
彼
岸
‘
お
盆

主
に



(25) 石巻市文化財だより

住 話者 一＝ 浦 いし よ ＠男 （明治39年n月29日生）

合屋根型 ・つく り 屋 根 材 その他の特色 屋敷内の付属建物の名称・用途 古屋敷神の名称・行事

母 屋
くずや 茅荘き 母屋は年今から 便風呂 場所

納屋 ウジガミサマ ・ヤマノガミ

屋 （寄せ棟） 1 4 0 位前 敷 • ウジガミサマは旧の10月
に建てた 物 骰 15日各家でお参りする 。

部屋の名 二 ワ ダイドコロ オカ ミ オクザシキ ナン ド
合

用 途
ワラジやゾウリ

炊事場
客 用 祖父母

若夫婦寝室
間 をつくる 子供用寝室 父母用寝室

取 設備 ・備品
かまど ロプチ（板間） 神棚・仏壇坦 あかり障）子 たんす

敷物など （岱 畳・板間

女名 称 合主人 女主 婦 合客 女下座 種 類 火 棚 森自在鈎 女カナワ
し、

座 用

ろ
名 称 力ギ

オナゴ
ロプチ ヨコザ キジリ

り 名 ザシキ 具
形状・材質

楊所（腐設の翡） 名称 材質 用 途 かまどの 神
アン ドン・・・

か 灯

巫吊 ー
ワ カマド 赤土 飯（め、しし）たき カマノガミ ナタネ油で常時使用

ま 至AX9し ―― 湯わカ 火

（お正月に掃贋する）

ランプ…

ど 仮 粘土 ・赤土
六目

天井より つるし石油を使用
設

飲
入 手 法 名 称 樹 種 方 角

井 屋

料 井 戸 戸 水 神 様 敷

神 林
クギリ シバ・杉 北 ・ 束 • 西

水

運輸 ・交易 話者 1 松浦登代作⑱女 （明治39年10月14日生） I 
手 合屈負い 女背負い 畜 力 舟 車 そり （木馬）

天ビンと苗かご タガラモ ッコ ニグラ 和船 ダイハチグ 人力そ り

貨名 称 ス ドリ
天ビンとコヤシ ヤセウマ タレパカマ

Iレマ
馬そ り

桶 エハイモ ッコ 馬車

連 パン ドウ （昭3-昭30年） （昭25-昭26年）

苗かごは竹製 • エハイモッコは木 ● タレパカマは縫

搬
製 であんだものであ

If; オ:k• ; 中オfl 竹 製 天ピンは杉製 • タガラモ ッコは縞背 る
負恥うi'!巣rは木で伎を
てい 状にくく って

具 かこ‘状にしたもの

肥料をタレパ 苗を苗かごに入 • エ／ヽモソコは土 ・ • タレパカマは堆連 木炭や材木 材木・ 米 ・

カマに上げる
石連捐引用 搬肥や稲束具を！馬で を運搬する 炭などの運

用 法
ために使用

れて天ピンで田 • タガラモソコは肥 する用
のに使用 搬

料述炭搬用 • ヤセウマ • ニグラ米、材木
に連ぷ は ．薪連搬用 似：を運搬

連輸業 者 名称 1時 期
用具

名 マツ日、馬市 野菜（はくさ い、 じゃがいも）薪
物

称 米 ・薪 ・炭

注文に応じて炭
々 を蛇田でな

時 • マツ日は旧の12月冬18期19日から28
合 期 Hころ •馬市は 交 しと交換

ブ又て

悶
行 毎日

• 女川 、 渡波 換

j也 • 飯野川 渡波 ・女川方面から魚まれには雄勝方
市

盟 •真野畳を出荷した。 面から海産物と石巻からはタ ンモノな 道 稲の収穫時

名 ど 具
に無料で馬

易 商
商 牛 を身内近所

毎日 (3-4人）
馬
の
同志での間

かごやふくろに入れて背負い綱でかつ 貸 で行借した。

いできた 借
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天ピンと苗カゴ（田植えの時苗をはこぷ肩負具） パンドウ（薪、炭俵背負具）

咀
や
そ
:
七
年
'
1

[a磨
初
徳
私
や
{

講関係文書（その 2) 講関係文書（その I) 書類箱

I話者 1 松 浦 登代作
⑱ 
（明治40年10月14日生）

I 
女

村 契約講の名称 ・組織 ・機能 子供仲間だけで主に担当する諸行事の名称とその大要

子
（タナパタ小屋 ・盆舟ナガン 刈り上げ小屋 • 松ヤキ ・獅子フ 1)など）

1 . 名 称 日向• 日影契約講
供 • カシンドキ （旧正月 14日）…一種のまよけで直径3cm、

2. 役職とえらぴ方
組 長さ30cmの皮をむいた木をもって各家を回り歩き「カ

3. 加入 ・脱退の年令 ・条件 男の家督で数え年15歳 ンンドキ、米ケラセ、米ナケリヤ、餅ケラセ」といって皆て歩く

で加入42歳で脱退
新しい女子青年団以前の娘 （未婚女性）だけの仲4. 集会行事 総会 ・会合年 2回

（春 2月と秋10月） 娘
間あるいは集会行事 （講など）や担当行事の有無

社 5. 規約の有無 • その大要と保管者 なし
6. 共有財産 共有林 組

7 互助慣行など
• 葬式の援助 （ 各家から米を集める ）

会 •屋根の葺かえ 棟上げの時 嫁を主とする講とその行事 （山の神講 ・十九夜講
●備荒 （もみをだし合って区作に備える ）

嫁
・地蔵講など）

（背新しい青仲年会以前の若者契約 ・） 組 観 音講…嫁に来てから42オま で、山の神を信仰、年

生
若者組 壮年間を主にして現在まで 2回 （春、秋）掛軸をかけ宿をとりおがみ

会合する。

1 . 名 称 青年会
主婦念（姑講）を主とする仲間の講とその行事し （観す音

（明治30年か40年頃青年会となる） 主
講 • 仏 など ） • 新しい婦人会は別に る

活 2. 加入と脱退 婦

3 役職と年令的序列 組

4 巣会行事と担当する村仕事 （祭事、芸能なども）

5 共有財産の有無 主として有隠居無 した老人 （男女とも ）仲間の講とそ

6 規約の有無・保管書類 ・保管者など 隠
の行事の

7. 媒会所の有無……有 居 念仏講••おばあさん達が中心

テイマイ （宿 ） •••総会ごとにか わ る 組 • フダショメグリ …牡鹿33か所フダンョメグリ
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産
の
場
所

．
 

一
回
目
は
実
家
の
ナ
カ
ノ
間
で
、
三
回
目
か

ら
自
分
の
家
の
ウ
ラ
ザ
で
し
た
。
と
り
あ
げ
婆

さ
ん
に
お
産
さ
せ
て
も
ら
う
。

産
の
神

イ
ナ
バ
ラ
イ

妊
娠
し
て
か
ら
リ
オ
ウ
崎
の
神
職
の
所
へ
行

っ
て
お
は
ら
い
を
し
て
も
ら
う
。
そ
の
と
き
頂

い
た
札
を
枕
も
と
に
貼
っ
て
お
く
。

山
の
神

観
音
講
の
時
‘
宿
に
嫁
さ
ん
た
ち
が
集

っ
て

山
の
神
の
掛
軸
を
か
け
‘
神
酒
や
食
物
を
あ
げ

安
産
す
る
よ
う
に
と
拝
む
。
そ
し
て
皆
で
部
落

に
あ
る
山
の
神
の
石
碑
を
拝
む
。

後
産
の
し
ま
つ

紙
に
つ
つ
ん
で
タ
ラ
パ
シ
で
包
み
織
で
結
び

お
の
お
の
の
屋
敷
磁
地
に
埋
め
た
。
夫
が
持

っ

て
い
く
。
五

0
年
前
共
同
秘
地
が
で
き
て
か
ら

は
1

m
四
方
の
イ
ナ
ズ
カ
に
埋
め
る
よ
う
に
な

っ
た
。
埋
め
る
の
は
イ
ナ
ズ
カ
を
作

っ
た
人
の

役
目
に
な

っ
て

い
る
。

生
児
の
ま
じ
な
い

初
外
出

実
家
に
行
く
時
‘
釜
の
ス
ス
を
額
に
つ
け
て

行

っ
た
。

産
の
忌
•

別
火

火
水
（
ひ
み
ず
）
か
悪

い
と
称
し
て
‘

三
日

間
つ
つ
し
む
。
よ
そ
の

人
に
は
‘
お
茶
は

一
切

さ

ん

び

だ
さ
な
い
。
炭
焼
き
の

人
が
産
火
を
喰

っ
た
た

め
に
釜
が
う
ま
く

い
か
な
か

っ
た
。

日
産

育

人

の

生

男
…

一
反
分
の
田
を
起
す
。
脱
穀
は
千
歯
こ

き
で

一
日
40
束
か
ら
50
束
。
米
俵

一
俵
を
か
つ

ぐ
。
女
の
場
合
は
特
に
な

い
。

名
称
…
…
ヨ
メ
ト
リ
フ
ル
マ
イ

婚
舎
·
方
法
…
親
類
の
若
い
人
た
ち
か
謡

国

婚

姻

圏
一
人
前
の
規
準

女
は
13
オ
‘
男
は
15
オ
「
年
か
さ
ね
」
を
し

て
振
舞
う
。
長
男
は
契
約
講
に
入
り
‘
初
入
り

の
時
は
‘
酒
一
升
を
持
っ
て
行
き
‘
講
貝
の
前

で
「
掛
軸
」
を
お
が
み
規
約
厳
守
を
背
約
す
る
。

飯
を
大
盛
に
し
て
食
わ
せ
ら
れ
る
。

国

成

年

式

口
養

育

山
の
木
だ
し
を
す
る
人
な
ど
は
特
に
き
ら

っ

た
。
死
よ
り
も
き
ら
う
。

名
つ
け

名
づ
け
親
は
特
に
な
い
が
病
弱
の
子
供
は
寺

に
す
て
て
‘
お
尚
さ
ん
に
名
づ
け
て
も
ら
っ
た
。

そ
れ
以
来
‘
お
尚
さ
ん
の
家
と
親
戚
づ
き
あ

い

を
し
て
い
る
。

初
誕
生

は
じ
め
て
の
家
で
は
お
七
夜
振
舞
を
す
る
。

親
類

・

兄
弟
・
実
家
の
お
ふ
く
ろ

・

叔
父

•

お

ば
•

姉
な
ど
を
呼
ん
で
子
供
に
ハ
プ
タ
イ
で
作

っ
た
着
物

一
揃
い
を
着
せ
‘
抱
い
て
廻
す
。

七
五
三
は
し
な
い
。

エ
ジ
コ
に
入
れ
て
育
て

る
。
朝
に
エ
ジ
コ
に
入
れ
て
‘
昼
に
オ
シ
メ
を

と
り
換
え
‘
夜
ま
で
入
れ
て
甜
く
。
夜
食
後
‘

儀
作
り
が
終
る
ま
で
。

シ
ラ
セ

…
…
親
類
が

2
人

一
組‘

3
ー

4
組

で
、
女
川

・
渡
波

・
沢
田
方
面
に
シ
ラ
セ
に
行

っ
た
。

穴
ほ
り
…
…
契
約
講
か
ら
2
人

一
組
‘
順
番

因
葬

送

う
ら

を
う
た

っ
て
ト
コ
に
入
る
。
婚
舎
は
裏
ザ
。

ソ
エ
ム
コ

・
ソ
エ
ヨ
メ

ソ
エ
ム
コ
を
ム
コ
ゾ

エ
と
称
し
ム
コ

入
り
の

み
。
ソ

エ
ヨ

メ
を
ヨ

メ
ゾ
エ
と
称
し
、

タ
ン
ス

の
鍵
を
持

っ
て
く
る
。
服
装
は
式
服
。

出
立
ち

・
入
家
の
俄
礼

ヨ
メ
ム
カ
イ
は
む

こ

•

仲
人
夫
妻

・

親
戚

・

兄
弟
で
数
は

5

.
7

.
9
の
奇
数
の
人
数
で
あ

る
。家

を
出
る
時
は
玄
関
か
ら
‘
嫁
と
仲
人

（
婦

人
）
が
馬
に
乗
り
‘
馬
に
そ
れ
ぞ
れ

つ
づ
ら
を

つ
け
‘
鈴
を
つ
け
立
つ
。

ム
コ
の
家
か
ら
五
百
米
の
場
所
で
ナ
ガ

モ
チ

の
受
け
取
り
渡
し
が
あ
る
。

馬
を
下
る
と
｀
ち
ょ
う
ち
ん
で
む
こ
の
家
の

の
親
類
の
人
が
門
口
で
迎
い
に
出
る
。
嫁
が
玄

関
に
入
る
時
‘
親
戚
の
人
が
か
さ
を
か
ぷ
せ
て

入
れ
る
。

ロ
プ
チ
で
挨
拶
を
し
奥
ザ

シ
キ
で
挨

拶
を
す
る
。

厄
年
の
年
令
と
儀
礼

男
…
…
15
オ

25
オ

42
オ

女
…
…
13
オ

19
オ

33
オ

厄
お
と
し
と
称
し
て
親
類

・
親
戚
を
集
め
て

神
主
に
厄
お
と
し
を
し
て
も
ら
い
‘
後
‘
御
馳

走
を
す
る
。

長
寿
の
祝

88
オ
‘
手
形
の
は
ん
を
親
類
に
く
ば
る
。
長

舟
祝
す
る
家
は
生
活
状
態
に
よ
る
。

に
行
う
。
妻
が
妊
娠
し
て

い
る
と
き
は
次
の
順

番
の
人
が
行
う
。

行
列
順
序

①

タ

イ

松

…
先
頭
に
立
つ
。
親
類

の
総
本

ひ

と

り

家
の

一
人
。

③

タ

ッ

ガ

シ
ラ
…
四
人
‘
近
所
の
顔
役
。

③

ち

ょ

う

ち
ん
も
ち
…
2
1
3

m
の
竹
を

か
つ
ぐ
。
人
数
は
四
人
。

④

四

花

：

・親
戚
の
人
が
花
を
持

つ
。
人

数
は

一
人
。

⑥

ろ

う

そ

く

・：
人
数
は

一
人
。

⑥

香

炉

．．．
 
甥
や
近
い
い
と
こ
。
人
数
は

一
人
。

m
火

緬

：

l

m
位
の
竹
を
四
つ
に
分
割

し
て
先
端
に
火
織
を
結
び

つ
け
る
。

⑧

造

花

…
親
戚

一
同
。

⑨

撤

銭

…

死

者

の

親

類

・
兄
弟
の
中
か

ら

一
人
が
銭
を
紙
に
包
み
‘
お
菓
子
と
共

に
寺
の
祭
場
で
ま
く
。

⑩

生

花

…

造
花
よ
り
仏
に
近
い
人
。
人

数
は

シ
ラ
セ
の

人
数
。

中
陰
明
け

49
日
の
儀
礼
‘
餅
を
供
え
る
。

も
す
る
。

心
個
人
追
福
供
養

百
か
日
供
養

-
•

三
・

七
•

一
三
・

一
七
·

二
三

•

五
O

年
期
。
五

0
年
期
に
は
‘
位
牌
は
お
寺
に
納
め

る
。
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薬

師

堂

正
月
お
札
の
版
木

昭和56年度真野日向・日影民具収集表

十一面観音堂

衰"t

項目 品 名 計

マンガァ （どべ田用）
農
フルウチ（豆の脱穀用）

4 
千歯コギ（若狭ハヤセ名産の銘あり）

具
フグイ （縫を一定の長さにはかる具）

衣 ヒゴモ（雨よけ、陽よけ用）
,,_, 

作織 ハンテン（夏 物） 3 
業
衣機 ハンテン （冬物）、__.,, 

バンドウ （大）
運
バンドウ （小）

搬 4 
キボネニグラ

六目

馬のシリガエ

総計 11 

百万遍で使用する数珠（その I)

一 軍

百万遍で使用する数珠（その2)
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,ooo ,ooo 

五松山洞窟遺跡位置図(0印） （建設省国土地理院発行五万分の一
地形図 「石巻」を縮小して使用）

に
は
鐘
乳
石
を
伴
う
自
然
桐
穴
が
幾
つ
か
散
在

し
て
い
る
。
一

部
の
洞
穴
か
ら
は
以
前
‘
人
骨

や
金
銅
製
耳
環
か
発
見
さ
れ
た
。
五
松
山
洞
窟

逍
跡
も
そ
う
し
た
洞
穴
逍
跡
の

―
つ
で
あ
ろ
う

と
考
え
ら
れ
る
。

工
事
関
係
者
か
ら
通
報
を
受
け
た
市
教
委
は
‘

直
ち
に
現
場
保
存
を
行
い
‘
県
教
育
庁
文
化
財

保
護
課
の
指
群
を
得
て
発
掘
調
査
体
制
を
組
み

次
の
要
項
で
発
掘
を
実
施
し
た
。

第

一
次
調
査

一
0
月
二
六

日
か
ら

―一

月

七
日
ま
で

第
二
次
調
査

―一

月
ニ
―

日
か
ら

―
二
月

二
九
日
ま
で

調

壺

対

象

洞

穴

瑣

跡

l

基

調
査
主
体
者
石
巻
市
教
育
委
員
会

（
教

育

長

木

村

徳

一
郎
）

調
査
担
当
者
石
巻
市
文
化
財
保
護
委
貝

木

村

敏

郎

日
本
考
古
学
協
会
会
員

三

宅

宗

議

調
査
事
務
局
石
巻
市
教
育
委
貝
会
社
会
教

育
課
文
化

係

佐

瀬

哲

夫

和

田

純

大

調

査

貝

石

巻

市

文

化

財

保

護

委

員

佐

藤

雄

一

佐

々

木

豊

石

垣

宏

石

島

恒

夫

鈴

木

束

行

石
巻
市
役
所
荻
浜
支
所

中

村

光

一

調
査
補
助
員
茂
木
好
光
‘
庄
子
敦
‘
菅
原

修
‘
浜
本
哲
栄
‘
溝
口
博
康
、

近
江
俊
秀

な
お
‘
発
掘
調
査
に
当
た

っ
て
は
‘
次
の
方

々
の
指
＃
を
頂
い
た
。
石
巻
女
子
高
等
学
校
教

頭
後
藤
勝
彦
‘
東
北
歴
史
査
料
館
考
古
研
究
科

長
藤
沼
邦
彦
‘
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所

研
究
部
長
石
野
博
信
。

ま
た
‘
調
査
に
協
力
さ
れ
た
方
々
は
‘
次
の

通
り
で
あ
る
。
宮
城
県
石
巻
農
林
事
務
所
‘

株

式
会
社
丸
本
組
‘
株
式
会
社
奥
津
組
、
平
塚
幸

治
‘
佐
藤
了
‘
八
幡
隆
吾
゜

以
上
記
し
て
、
各
位
に
謝
意
を
表
す
る
。

発
掘
調
査
は
洞
穴
内
約
五
平
方
メ

ー
ト
ル
と

洞
穴
外
の
平
場
約
二
0
平
方
メ

ー
ト
ル

の
計
二

五
平
方
メ
ー
ト
ル
程
を
対
象
と
し
た
。
桐
穴
入

ロ
付
近
に
基
準
杭
を
打
ち
‘
洞
穴
内
に
は

A

.

B
二
区
の
発
掘
区
を
設
け
‘
涸
穴
外
平
場
に
は

C

•

D

二
区
の
発
掘
区
を
設
け
た

。

逍
構
追
物
の
検
出
に
あ
た

っ
て
‘
涸
穴
内
で

は
主
要
逍
構
面
で
発
掘
を
止
め
‘
洞
穴
外
で
は

基
盤
の
砂
層
上
面
ま
で
の
調
査
を
原
則
と
し
た
。

ま
た
洞
穴
内
の
堆
栢
物
は
礫
を
除
い
て
全
て
採

集
し
‘
洞
穴
外
の
堆
栢
物
は
土
を
含
め
て

一
定

鑓
を
採
取
し
た
。

発
掘
調
査
完
了
後
‘
洞
穴
に
砂
を
詰
め
裂
土

し
て
‘
後
日
の
整
備
‘
公
開
を
待

つ
こ
と
と
し

こ
。
f
 な
お
発
掘
期
間
中
‘
調
査
の
状
況
を
二
度
に

わ
た

っ
て
プ

リ
ン
ト
で
発
表
し
‘
ま
た
報
道
機

関
を
通
じ
て
そ
の
都
度
成
果
を
公
開
し
た
。
異

例
の
こ
と
で
あ
る
が
‘
危
険
な
発
掘
現
場

へ
の

一
般
の

立
入
り
を
制
限
し
た
た
め
の
措
沼
で
あ

る
。

三
、
発
見
遺
構

こ
の
追
跡
で
検
出
さ
れ
た
逍
構
は
‘
石
組
み

逍
構
‘
皿
状
ピ

ッ
ト
‘
掘
り
込
み
追
構
‘
敷
き

石
追
構
‘
貝
塚
お
よ
び
逍
物
包
含
層
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
逍
構
は
砂
質
の
沖
栢
層
を
基
盤
と

し
て
い
る
。
基
盤
面
の
高
さ
は
標
高
ニ

・
七
メ

ー
ト
ル
で
あ
る
。
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遺
構
は
洞
穴
内
瑣
構
と
洞
穴
外
遺
構
と
に
大
別

さ
れ
る
。
洞
穴
外
逍
構
も
元
米
は
洞
穴
ま
た
は

岩
陰
の
中
に
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
が
‘
こ
こ
で

は
発
掘
時
の
状
況
に
従
っ
て
区
別
し
て
お
く
。

（ア
）
洞
穴
内
逍
構

洞
穴
そ

の
も
の
の
大
き
さ
は
奥
行
き
ニ

・
七

メ
ー
ト
ル
、
幅
一
•
八
メ
ー
ト
ル
前
後
、
高
さ

一
・
ニ
メ
ー
ト
ル
前
後
で
あ
る
。
洞
穴
は
西
に

面
し
、
奥
の
方
が
低
く
狭
ま
る
不
定
形
の
自
然

涸
穴
で
あ
る
。
壁
面
全
面
に
石
灰
が
付
着
し
‘

一
部
に
石
灰
の
厚

い
凝
結
が
見
ら
れ
た
。

洞
穴
内
の
追
構
は
石
組
み
逍
梢
‘
皿
状
ピ

ッ

ト
お
よ
ぴ
遣
物
包
含
層
で
あ
る
。

石
組
み
迫
構
は
‘
平
滑
な
上
面
を
も

つ
三
〇

セ
ン
チ

x
六

0
セ
ン
チ
大
の
角
礫
を
中
央
に
据

え
、
周
囲
に
径
三

0
セ
ン
チ
大
の
角
礫
を
立
て

た
も
の
で
あ
る
。
石
椰
状
を
呈
す
る
逍
構
で
あ

る
が
追
物
を
伴
わ
な
い
。
し
か
し
そ
の
周
囲
に

は
こ
の
石
組
み
に
連
続
し
て
‘
大
小
の
角
礫
に

よ
る
類
似
の
逍
構
が
六
基
以
上
あ
り
‘
そ
れ
ぞ

れ
人
骨
と
遺
物
を
出
土
し
て
い
る
。

出
土
追
物
は
土
器
‘
金
銅
製
品
‘
鉄
製
品
‘

玉
石
製
品
‘
骨
角
製
品
‘
貝
製
品
等
で
、
炭
化

木
片
‘
漆
膜
‘
鳥
獣
魚
骨
片
‘
貝
等
も
出
土
し

て
い
る
。
人
骨
は
八
体
以
上
検
出
さ
れ
た
。

い

ず
れ
も
逍
存
状
態
は
良
い
が
‘
横
臥
伸
展
の
状

態
を
示
す

一
体
と
骨
を
組
み
合
せ
た
二
体
を
除

い
て
‘
遣
体
の
形
状
は
明
ら
か
で
な
い
。

こ
れ
ら
の
石
組
み
改
構
は
黒
色
土
層
の
上
に

形
成
さ
れ
て
い
る
。
黒
色
土
層
は
砂
層
上
に
堆

栢
し
た
遺
物
包
含
層
で
、

二
0
セ
ン
チ
程
の
層

厚
を
有
し
｀

貝‘

鳥
獣
魚
骨
片
、
土
器
‘
鉄
器

片
を
含
ん
で
い
る
。

こ
の
堆
積
土
層
は
入
口
付
近
で
皿
状
ピ

ッ
ト

に
よ

っ
て
削
ら
れ
て
い
る
。
皿
状
ピ

ッ
ト
は
二

基
が
重
複
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
炭
化
物
と
焼

石
を
含
む
灰
層
を
有
す
る
。
皿
状
ピ

ッ
ト
を
投

う
小
礫
混
じ
り
の
薄
い
土
層
に
は
土
器
片
が
見

ら
れ
た
。

（
イ
）
洞
穴
外
逍
構

洞
穴
外
の
逍
構
に
は
‘
石
組
み
追
構
‘
掘
り

込
み
逍
構
‘
敷
き
石
逍
構
‘

貝
塚
お
よ
び
逍
物

包
含
層
が
あ
る
。

石
組
み
遺
構
は
洞
穴
の
外
壁
に
接
し
て
断
面

「

V
」
字
状
の
空
間
を
も

つ
も
の
で
‘
逍
構
内

か
ら
土
器
と
貝
が
出
土
し
た
。

掘
り
込
み
逍
構
は
‘
洞
穴
前
の
乎
場
を
形
成

す
る
も
の
で
、
範
囲
は
不
明
だ
が
長
さ
一
•
五
メ

ー
ト
ル
に
わ
た

っ
て
高
さ
二

0
セ
ン
チ
程

の
壁

が
立

つ
。

こ
の
遺
構
は
前
掲
の
皿
状
ピ
ソ

ト
ニ

基
と
黒
色
の
追
物
包
含
層
を
基
盤
面
ま
で
削

っ

て
い
る
。
追
構
に
は
部
分
的
に

二
枚
の
灰
層
か

見
ら
れ
る
が
既
に
攪
乱
を
受
け
て
お
り
詳
細
は

不
明
で
あ
る
。
逍
構
内
か
ら
土
器
片
‘
金
銅
製

品
‘
鉄
器
片
が
出
土
し
て
い
る
が
原
位
置
を

示
す
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。

敷
き
石
遺
構
は
掘
り
込
み
遺
構
の
南
側
に
あ

る
。
砂
層
上
に
‘
径
四

0
セ
ン
チ
X
二

0
セ
ン

チ
前
後
の
角
礫
が
多
数
配
置
さ
れ
て
い
る
も
の

で
‘
面
租
は
三
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
。
角

礫
は
多
く
が
平
ら
な
面
を
上
に
し
、
全
体
と
し

て
も
―
つ
の
平
面
を
構
成
し
て
い
る
。
追
構
の

性
格
は
不
明
だ
が
礫
間
に
土
器
片
が
見
ら
れ
た
。

貝
塚
は
こ

の
追
構
の
西
に
接
し
西
南
方
向
に

広
が

っ
て
い
る
。
砂
層
を
基
盤
と
し
て
最
大
三

0
セ
ン
チ
の
層
厚
を
示
す
。
層
序
は
大
別
し
て

表
土
‘
混
土
貝
層
‘
混
貝
土
層
の
順
で
‘
混
土

貝
層
と
混
貝
土
層
は
共
に

一
五
セ

ン
チ
程
の
層

四
、
発
見
遺
物

五
松
山
涸
窟
追
跡
か
ら
は
多
数
の
瑣
物
が
発

見
さ
れ
て
い
る
。
遣
物
は
人
工
追
物
が
洞
穴
内

遣
梢
に
多
く
‘
自
然
遺
物
か
洞
穴
外
に
多

い
。

（
ア
）
洞
穴
内
遺
構
出
土
逍
物

土

器

弥

生

土

器

（

後

期

）
、
＊
須
恵

器

（古
墳
時
代
後
期
）

金

銅

製

品

耳

環

‘

＊
圭
即
た
か
即
那

即
‘

＊
叩

密

釦

其

‘
足
間
‘
飾
板
等

鉄

製

品

直

刀

‘

刀

子

‘

鏃

‘

衝

角

付

か
ぷと

け
い

こ
う

胄

頸

甲
ま
た
は
短
甲
残
欠
‘

)
ば
4
＊
状
鉄
製
品
‘
環
状
鉄
製

品
‘
釣
針
等

骨
角

製

品

鹿

角

製

刀

子
把‘

弓
筈
形
角

製
品
‘
鹿
角
製
装
身
具
‘
骨

製
装
身
具
‘
環
状
骨
製
品
‘

板
状
骨
製
品
‘
刺
突
具
状
骨

製
品
‘
針
状
骨
製
品
等

か

い

わ

貝

製

品

貝

輪

‘

包

丁

形

貝

製

品

-）

は
く

玉
石
製
品

琥

珀

製

丸

玉

そ

の

他

漆

膜

‘
炭
化
木
片
‘
焼
石
‘

鳥
獣
魚
骨
‘
貝
等

（
イ
）
涸
穴
外
遺
構
出
土
逍
物

土

器

弥

生
土
器

（
中
期

・
後
期
頃
）

金
銅
製
品

耳
環

鉄

製

品

刀

子

‘

鏃

骨

角

製

品

刺

突

具

状

骨

製

品

玉

石

製

品

磨

製

石

斧

そ

の

他

炭
化
物
‘
焼
石
‘

鳥
獣
魚
骨
‘

貝
等
（
＊
印
は
発
掘
前
の
も
の
）

厚
を
有
し
‘

土
器
‘
骨
片
等
を
含
ん
で
い
る

五
、
遺
構
の
性
格
と
時
期

（
ア
）
洞
穴
内
追
構

石
組
み
遺
構
は
人
骨
を
擁
し
鉄
製
品
‘
焼
骨

等
も
伴
出
し
て
い
る
。
人
骨
の
出
土
状
況
は
な

お
検
討
を
要
す
る
が
‘
埋
葬
状
態
を
示
す
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
遺
構
は
埋
葬
逍
構
で
あ
ろ
う
。

逍
体

の
埋
葬
法
に

つ
い
て
は‘

一
体
が
伸
展
葬

を
推
測
さ
せ
る
。
他
の
人
骨
は
骨
格
の
遺
存
状

況
か
ら
推
し
て
再
葬
骨
で
あ
る
疑
い
か
沿
い
。

伴
出
逍
物
は
副
葬
品
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
逍
構
と
埋
葬
人
骨
の
年
代
は
弥
生
時
代

後
期
初
頭

（三
世
紀
）
お
よ
ぴ
古
墳
時
代
後
期

（六
ー
七
世
紀
）
に
相
当
す
る
と
思
わ
れ
る
。

た
だ
、
そ
の
大
部
分
は
古
墳
時
代
の
遺
物
を

伴

っ
て
い
る
の
で
、
古
墳
時
代
後
期
の
再
葬
墓

を
主
と
す
る
遺
構
で
あ
る
だ
ろ
う
。

ま
た
‘
こ
の
埋
葬
逍
構
の
基
盤
を
な
す
遣
物

包
含
層
と
‘

こ
の
層
を
切
っ
て
つ
く
ら
れ
た

ニ

基
の
皿
状
ピ

ッ
ト
は
‘

共
に
弥
生
時
代
後
期
の

所
産
で
あ
る
。
皿
状
ピ
ッ

ト
は
炉
跡
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。

（
イ
）
洞
穴
外
遺
構

洞
穴
の
外
壁
に
接
す
る
石
組
み
追
構
は
‘
出

土
土
器
に
よ

っ
て
弥
生
時
代
後
期
頃
の
遺
構
と

考
え
ら
れ
る
が
‘

土
器
は
な
お
検
討
を
要
す
る
。

掘
り
込
み
逍
構
は
前
掲
の

二
つ
の
炉
跡
を
切

っ
て
お
り
、
そ
れ
よ
り
も
時
期
は
新
し
い
。

こ

の
逍
構
か
ら
は
弥
生
土
器
と
古
墳
時
代
の
逍
物

が
出
土
し
て
い
る
が
‘
層
位
的
に
不
明
な
た
め

遣
構
の
時
期
が
い
す
れ
に
あ
た
る

の
か
判
然
と

し
な
い
。
し
た
が

っ
て
そ

の
性
格
も
確
定
し
か

た
い
の
で
あ
る
。

敷
き
石
逍
構
も
そ
の
性
格
は

つ
か
み
難
い
。

出
土
土
器
か
ら
見
て
弥
生
時
代
中
期
頃
と
考
え
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洞穴内の石組み遺構
中央の平らな角礫が中心。天井は石灰で白
くなっている。

ら
れ
る
。
貝
塚
の
形
成
時
期
も
弥
生
時
代
中
期

か
ら
後
期
で
あ
る
。

以
上
の
検
討
を
踏
ま
え
て
‘
五
松
山
洞
窟
追

跡
の
性
格
と
時
期
を
言
う
な
ら
ば
、
現
在
の
段

階
で
は
少
な
く
と
も
次
の
よ
う
に
要
約
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

五
松
山
洞
窟
逍
跡
は
、
弥
生
時
代
中
期
か
ら

後
期
の
居
住
に
関
す
る
逍
構
と
‘
古
墳
時
代
後

期
中
心
の
埋
葬
逍
構
を
有
す
る
遺
跡
で
あ
る
。

六
、
五
松
山
洞
窟
遺
跡
の
意
義

こ
の
追
跡
の
追
構
‘
追
物
の
も
た
ら
す
学
術

上
の
意
義
は
極
め
て
大
き
い
。
そ
れ
は
石
巻
地

方
と
い
う
狭
い
地
域
を
超
え
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
こ
と
に
つ
い
て
の
考
察
は
後
の
正
式
報
告

書
に
譲
る
こ
と
と
し
‘
こ
こ
で
は
重
要
な
事
実

を
二
‘

三
掲
げ
て
お
き
た
い
。

(
l
)
弥
生
時
代
関
係

ア
洞
穴
逍
跡
の
発
掘
調
査
例
と
し
て
は

列
烏
の
北
限
に
あ
た
る
。

鉄
器
を
伴
う
洞
穴
の
発
掘
例
と
し
て

イ

お
そ
ら
く
‘
列
島
の
北
限
で
あ
る
。

弥
生
後
期
土
器
に
鉄
器
が
伴
う
こ
と

が
宮
城
県
で
は
初
め
て
明
ら
か
に
な

っ
た
。

(
2
)
古
墳
時
代
関
係

ア

再

葬

例

を
示
す
洞
穴
道
跡
は
東
北
地

方
で
初
め
て
で
あ
り
‘
列
島
の
北
限

に
あ
た
る
。

洞
穴
逍
跡
か
ら
金
銅
荘
太
刀
が
発
見

さ
れ
た
こ
と
は
全
国
的
に
も
極
め
て

珍
し
い
。

衝
角
付
冑
や
頸
甲
等
の
出
土
は
東
北

地
方
で
は
極
め
て
珍
し
く
‘
列
島
の

北
限
を
示
す
。

骨
角
製
品
の
俊
品
か
多
数
出
土
し
た

辿
跡
は
全
国
で
も
こ
の
逍
跡
が
初
め

て
で
あ
る
。
逍
物
の
中
に
は
初
め
て

発
見
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
。

極
め
て
保
存
の
よ
い
人
骨
が
多
数
出

土
し
た
例
は
‘
東
北
地
方
と
し
て
は

初
め
て
で
あ
る
。

オ 工 ウ イ

ウ

木 削 漆8 鉄 金 貝 足目 玉 土
種痕

角
製
あ 皮ひ 製

銅
製

石
る 製 製 製
足円

別品 片 膜？ ロ 品 品 品 品 器pp 

若 ＝ ＝ , 占..、
八 ＝ 

数干 九 八 五

゜
：：：： 

゜
七 七

炭 胄t鏃tの把孟太た 貝 骨製 弓ゅ 磨 須す
化 残‘ 飾飾§刀ら輪 筈9製 恵ぇ
物 欠刀与 把孟 品形 石t器さ

‘子す ニーヽ 頭 六‘ 角製
斧ふ

頸!'.' 環 提，て
八 甲i直？ 責足？圭!t状 瓦目 日ロ日 ‘ 豚ぶ

古’’‘ 
ま刀与 金間ま頭与貝 針 二 琥こ

の た ‘具飾 - 製 ‘珀'! 内は環 二板一 品
骨‘ 角製 製

ヽ

部 短た状 ヽ
丸t弥

甲i鉄 ‘鍔a‘製刀与玉； 生
様製 鞘 包 刺L子す 片 土
鉄品 二 倒 丁 突与把；ノ＇‘ 器
製

ヽ

‘卵 形 具ぐ四 片
品小こ 耳C形 貝 類

ヽ ：：：： 

残札i 環'1'六 製 一 環
欠状 ーー ，-/$グロヽ 品 〇 状 ：：：：： 訳
• 鉄 、、

、g ヽ

釣製 外 一 不
針 nロ日 に‘ 製骨 品 明

ヽ

直刀 責金；t 装身四‘ 土
衝i 器
角？‘ 付 具ぐ 具板 片
付t 着 一 二 状 ＝ 

七
、
ま
と
め

五
松
山
洞
窟
遺
跡
は
石
巻
市
の
五
松
山
に
形

成
さ
れ
た
自
然
洞
穴
を
利
用
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
洞
窟
は
弥
生
時
代
中

・
後
期
に
は
住
居

に
利
用
さ
れ
、
古
墳
時
代
後
期
に
は
れ
幸
と
し
て

使
用
さ
れ
た
。

こ
の
遺
跡
で
検
出
さ
れ
た
逍
構

・
造
物
等
は
学
術
上
極
め
て
価
値
高
い
も
の

て

あ
る
。
従

っ
て
‘
こ
の
追
跡
に
関
す
る
研
究
は

慎
重
に
更
に
精
密
に
進
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い

だ
ろ
う
。
ま
た
‘
遭
跡

・
逍
物
等
の
保
存
保
護

や
公
開
に
つ
い

て
も
万
全
を
期
し
た
い

と
考
え
る
。

付
五
松
山
洞
窟
遺
跡
出
土
遺
物
の
整
理

五
松
山
洞
窟
追
跡
か
ら
出
土
し
た
逍
物
の
う

ち
、
人
工
逍
物
に

つ
い
て
‘
発
掘
調
査
終
了
後
‘

次
の
要
領
で
整
理
を
実
施
し
た
。

一
九
八
三
年
（
昭
和
五
八

）
二
月

五
日
よ
り
同
年
三
月
三

一
日
ま
で

木
村
敏
郎

三
宅
宗
議

茂

木

好

光

庄

子

敦

浜

本

哲

栄

菅

原

修

溝
口
博
康

高
橋
良
典

（
ア
）
水
洗
い
（
イ
）
分
類
•
同
定
（
ウ
）

記
名

3
記

録

因

集

計

岡

写

真
撮
影

田

実

測

（一

部
）

整
理
の
結
果
、
人
工
遣
物
の
種
別

・
点
数

・

内
訳
は
別
表

の
通
り
で
あ
る
が
‘

一
部
さ
ら
に

検
討
を
要
す
る
も
の
か
あ
る
。

こ
れ
ら
の
遺
物

は
逍
存
状
態
が
極
め

て
良
好
で
あ
り
‘
質
量
共

に
優
れ
て
い
る
。

こ
れ
の
保
存
処
罹
や
分
析
お

よ
び
自
然
逍
物
、
人
骨
等
の
整
理
は
昭
和
五
八

年
度
以
降
に
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

方

法

担
当
者

補
助
員

期

間



石巻市文化財だより (32) 

.............................. 

：五松山洞窟遺跡：
：出土遺物 1! ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・' 

縮尺不同

▲須恵器（古墳時代後期） 洞穴内

▼弥生土器（後期） 洞穴内石組み下

▼弥生土器 洞穴内石組み下

▼弥生土器 洞穴内石組み下

▼時期不明土器 洞穴外V字状石組み

▼磨製石斧 洞穴外貝塚

鴫 食虐鴫＇
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・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

：五松山洞窟遺跡！
：出土遺物 2! 
..... 

縮尺不同
． 
一

▲直刀 洞穴内

9

|

 

ー
ヽ
贔

ri

ヽ
0 0 
▲金銅製耳環 洞穴内

...鉄鏃 洞穴内

一一▲刀子 洞穴内

．＂ 

@oo 
ーロー
▲金銅荘太刀装具（把頭他） 洞穴内

▲鉄製品 洞穴内

洞穴内

鉄製品
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▲貝輪と環状貝製品 洞穴内 ▲環状骨製品 洞穴内

：五松山洞窟遺跡：

！出土遺物3: ------------------------------

縮尺不同

...板状骨製品 洞穴内

量
i

— ー

， ー

▲骨製装身具 洞穴内

弓筈形角製品

と板状骨製品

洞穴内

角製刀子把.... 

洞穴内
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